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秋田港荷役機械保守点検業務委託

三井造船（株）製

ガントリークレーン点検リスト

秋田県秋田港湾事務所



Ⅰ　　　　月例・年次/検査・点検表

１．機　械　関　係　　　（表Ⅰ－１）

２．電　気　関　係　　　（表Ⅰ－２）

３．付属装置関係　　　（表Ⅰ－３）
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１．機　械　関　係　　　（表Ⅰ－１）

表中の「判定基準」欄にある”規定値”とは、Ⅲ．「使用限度一覧表」の

（表Ⅲ－１）に示す値、またはメーカーの推奨する値とする。
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1.1 基礎関係 　　　　記事　〇・・・良好　　　　△・・・要注意　　　×・・・要処置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

2 基礎の沈下 ○ ○ 目視 ｸﾚｰﾝ走行に支障ないこと

1 ﾚｰﾙの左右高低差 ○ 目視・計測 ﾄﾗﾝｼｯﾄ　鋼尺 (ｽﾊﾟﾝ)×1/1000以下 別様式で報告

2 ﾚｰﾙの上下方向曲り ○ 目視・計測 ﾄﾗﾝｼｯﾄ　鋼尺 10mにつき5mm以下 別様式で報告

3 ﾚｰﾙの左右方向曲り ○ 目視・計測 ﾄﾗﾝｼｯﾄ　鋼尺 10mにつき5mm以下 別様式で報告

4 ﾚｰﾙの勾配 ○ 目視・計測 ﾄﾗﾝｼｯﾄ　鋼尺 1/500以下 別様式で報告

5 ﾚｰﾙ継目のくい違い ○ 目視・計測 鋼尺 1mm以下 別様式で報告

6 ﾚｰﾙ継目の隙間 ○ 目視・計測 鋼尺 5mm以下(夏期でも接触せず) 別様式で報告

7 ﾚｰﾙ頭部のへたり、だれ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ
原寸の10%以内
原寸巾100ｍｍ

別様式で報告

8 ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ ○ 目視・計測 巻尺
ｽﾊﾟﾝ：25m未満±10mm
　　　25～40m±15mm

別様式で報告

1 部材の亀裂、損傷、変形 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ 亀裂、損傷、変形のないこと

2 部材のさび、腐食 ○ ○ 目視 著しいさび・腐食のないこと

3 塗膜の剥離 ○ ○ 目視 著しい塗膜の剥離のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 損傷、変形 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ 損傷、変形のないこと

2 腐食 ○ ○ 目視 著しい腐食のないこと

3 塗膜の剥離 ○ ○ 目視 著しい塗膜の剥離のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

区分

レール
及び継目板

走
行
レ
ー

ル
関
係

基礎
コンクリート

固
定
装
置

給
電
設
備

ｴﾝﾄﾞｽﾄｯﾊﾟ
及び
ｱﾝｶｰ金物

ｹｰﾌﾞﾙ引留
金具関係
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1.2 構造関係

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 部材の亀裂、損傷、変形 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ 亀裂、損傷、変形のないこと

2 部材のさび、腐食 ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ 規定値以内のこと

3 塗膜の剥離 ○ 目視 規定値以内のこと

4 ﾌﾞｰﾑﾋﾟﾝ軸受の摩耗 ○ 目視 ｸﾞﾘｰｽの汚れ、金属粉の確認

5 ﾌﾞｰﾑﾋﾟﾝの給油 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

6 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 ﾚｰﾙ頭部の摩耗、だれ ○ ○ 目視 ﾉｷﾞｽ 原寸の10%以内
年次は計測後
別様式で報告

2 ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ ○ 目視・計測 巻尺 ±5mm以内 別様式で報告

3 ﾚｰﾙの左右高低差 ○ 目視・計測 ﾄﾗﾝｼｯﾄ　鋼尺 (ｽﾊﾟﾝ)×1/500以下 別様式で報告

4 ﾚｰﾙの左右方向曲り ○ 目視・計測 ﾄﾗﾝｼｯﾄ　鋼尺 基準に対し5mm以下 別様式で報告

5 ﾚｰﾙの勾配 ○ 目視・計測 ﾄﾗﾝｼｯﾄ　鋼尺 1/500以下 別様式で報告

6 ﾚｰﾙ継目のくい違い ○ ○ 目視 鋼尺
著しい食い違いがないこと（1mm以
下）

年次は計測後別様式で
報告

7 ﾚｰﾙ継目の隙間 ○ ○ 目視 鋼尺 夏期でも接触せず(5mm以下)
年次は計測後別様式で

報告

8 ﾚｰﾙ部溶接 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

9 金物類のゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

10 金物類の損傷、腐食 ○ ○ 目視 損傷、腐食のないこと

11 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

海側脚
陸側脚
水平材
斜材
ｼﾙﾋﾞｰﾑ
ﾀｲﾋﾞｰﾑ
上部ﾌﾚｰﾑ
ｶﾞｰﾀﾞ
ﾌﾞｰﾑ

横行ﾚｰﾙ関係

主
構
造

（
１
／
２

）

区分

5



NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 溶接部の亀裂 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

2 部材の変形 ○ ○ 目視 変形のないこと

3 部材のさび、腐食 ○ 目視 規定値以内のこと

4 塗膜の剥離 ○ 目視 規定値以内のこと

5 ﾋﾟﾝの摩耗 ○ 目視、作動 ｸﾞﾘｰｽの汚れ、金属粉の確認

6 ﾋﾟﾝの給油 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

7 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 清掃、整理、整頓 ○ ○ 目視 清掃､整理､整頓されていること

2 溶接部の亀裂 ○ 目視 異常のないこと

3 部材の変形 ○ 目視 異常のないこと

4 部材のさび、腐食 ○ 目視 著しいさび・腐食のないこと

5 塗膜の剥離 ○ 目視 著しい塗膜の剥離のないこと

6 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 外壁の損傷、腐食、塗膜剥離 ○ ○ 目視
損傷及び著しい腐食及び塗膜の剥
離のないこと

2 雨漏れ ○ ○ 目視 雨漏れの痕跡がないこと

3 扉の動き ○ ○ 目視・作動 ｽﾑｰｽﾞに作動すること

4 窓枠、ｶﾞﾗｽ ○ ○ 目視 損傷のないこと

5 修理用ｸﾚｰﾝﾚｰﾙ ○ 目視 異常のないこと

6 修理用ｸﾚｰﾝｽﾄｯﾊﾟ ○ 目視 異常のないこと

7 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

付
属
構
造

機
械
室

ﾌｫｱｽﾃｰ

主
構
造

（
２
／
２

）

歩道
階段
踊場
手摺
梯子
ﾄﾛﾘｰ用ｽﾄｯﾊﾟｰ
横行給電ﾚｰﾙ

区分

本体
扉
窓枠、ｶﾞﾗｽ
修理用ｸﾚｰﾝ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 外壁の損傷、腐食、塗膜剥離 ○ ○ 目視
損傷及び著しい腐食及び塗膜の剥
離のないこと

2 雨漏れ ○ ○ 目視 雨漏れの痕跡がないこと

3 扉の動き ○ ○ 目視・作動 ｽﾑｰｽﾞに作動すること

4 窓枠、ｶﾞﾗｽ ○ ○ 目視・作動 ｽﾑｰｽﾞに作動すること

5 椅子 ○ ○ 目視・作動 異常のないこと

6 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視 ゆるみ、脱落のないこと

7 機器の振動 ○ ○ 目視・作動 異常のないこと

8 操作性、作動状況 ○ ○ 目視・作動 異常のないこと

1 外壁の損傷、腐食、塗膜剥離 ○ ○ 目視
損傷及び著しい腐食及び塗膜の剥
離のないこと

2 雨漏れ ○ ○ 目視 雨漏れの痕跡がないこと

3 扉の動き ○ ○ 目視・作動 ｽﾑｰｽﾞに作動すること

4 窓枠、ｶﾞﾗｽ ○ ○ 目視・作動 ｽﾑｰｽﾞに作動すること

5 椅子 ○ ○ 目視・作動 異常のないこと

6 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視 ゆるみ、脱落のないこと

運
転
室

監
視
室

区分

本体
扉
窓枠、ｶﾞﾗｽ
椅子
操作ﾃﾞｨｽｸ

本体
扉
窓枠
ｶﾞﾗｽ
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1.3　巻上関係

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ﾃﾞｨｽｸの摩耗、亀裂 ○ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ
表面に傷を生じたら修正する
ﾃﾞｨｽｸの摩耗は原寸の5ｍｍ以内

左  mm
右  mm

2 ﾃﾞｨｽｸの荒れ、変色、異熱 ○ ○ 目視、触手 荒れ、変色、異常のないこと

3 ﾎﾞｽの亀裂 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

5 回転状態 ○ ○ 目視 正常に回転すること

1 異音、異振動 ○ ○ 聴音・感覚 異音、異振動のないこと

2 摩耗、亀裂、損傷 ○ 目視 摩耗、亀裂、損傷のないこと

3 軸芯の通り ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

4 ﾊﾞｯｸﾗｯｼ ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

5 潤滑、塗油状態 ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

6 油量 ○ ○ 目視 グリース切れの無いこと

7 油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

8 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

新品交換時にはﾒｰｶｰ
基準値に設定のこと

区分

巻
上
装
置

（
１
／
４

）

軸継手
(ギヤカップリン
グ)

ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異熱、異振動のないこと

2 歯車の摩耗、ﾊﾞｯｸﾗｯｼ ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

3 かみ合い歯面の状態 ○ 目視

異常のないこと
(異常とは歯の折損、歯面のかじり､
ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ､変色などで摩耗限度は規定
値以内のこと)

油の種類が適正である
こと

4
歯車、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、塗油状
態

○ 目視 油切れのないこと

5 ｹｰｼﾝｸﾞ内の油量、油漏れ ○ ○ 目視 ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞ

ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞの規定値以内とし油漏れ
のないこと。軸貫通部のｼｰﾙの摩耗
がないこと。
空気抜きの損傷、ﾌｨﾙﾀの目詰まりが
ないこと

6 油の汚れ、劣化 ○ 目視
油の汚れ、劣化のないこと
油の取替時期が守られていること

7 軸、ｹｰｼﾝｸﾞの亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

8 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 異音、異振動 ○ ○ 聴音・感覚 異音、異振動のないこと

2 潤滑、塗油状態 ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

3 軸芯の通り ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

4 歯形の摩耗 ○ 目視
異常摩耗、金属粉がないこと
（ﾎﾟﾝﾁﾏｰｸの範囲内の事）

ｲﾝｼﾞｹｰﾀの値

1 異音、異振動 ○ ○ 聴音・感覚 異音、異振動がないこと

2
ﾛｰﾌﾟ押さえ取付ﾎﾞﾙﾄの
ゆるみ、脱落、固定状態

○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落がなく、正常であること

3 溶接部の亀裂 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

4 ﾛｰﾌﾟ溝部の摩耗 ○ 目視・計測
溝ｹﾞｰｼﾞ
ﾉｷﾞｽ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ径の25%以内

5 軸芯の通り ○ 目視・聴音 異音、異振動がないこと

減速機

巻
上
装
置

（
２
／
４

）

ﾄﾞﾗﾑ

区分

ﾄﾞﾗﾑｷﾞﾔｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ｹｰｼﾝｸﾞの亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

2 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

3 異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手
･感覚

異音、異熱、異振動のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 本体の亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

2 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 回転状態 ○ ○ 目視

正常に回転すること
ﾛｰﾌﾟｸﾘｯﾌﾟ、ｼｬｯｸﾙ等を使っている場
合は、それらのゆるみ、摩耗、損傷が
なく正しい取付方法であること

2 本体の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

3 ﾛｰﾌﾟ溝部の摩耗 ○ 目視・計測
溝ｹﾞｰｼﾞ
ﾉｷﾞｽ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ径の25%以内

4 ﾛｰﾌﾟ外れ止めの損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

5 異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手
･感覚

異音、異熱、異振動のないこと

6 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

7 ﾋﾟﾝの固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

ﾄﾞﾗﾑ軸受

ｺﾓﾝﾍﾞｰｽ

区分

巻
上
装
置

（
３
／
４

）

ｼｰﾌﾞ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 回転状態 ○ ○ 目視 正常に回転すること

2 ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗの損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

3 ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗの摩耗 ○ ○ 目視・計測 規定値以内のこと 計測は年次のみ

4 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手
･感覚

異音、異熱、異振動のないこと

5 ﾋﾟﾝの固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

1 素線の断線 ○ ○ 目視・計測 素線の断線(10%以内/1よりの間にて)

2 摩耗及び損傷 ○ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ 直径の減少が公称径の7%以内

3 ｷﾝｸ ○ ○ 目視 ｷﾝｸのないこと

4 形くずれ、よりもどり ○ ○ 目視 形くずれ、よりもどりのないこと

5 油脂の塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと

6 さび、腐食 ○ ○ 目視 著しいさび、腐食のないこと

7 ﾛｰﾌﾟ端固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ

ﾛｰﾌﾟｶﾞｲﾄﾞ

区分

巻
上
装
置

（
４
／
４

）
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異振動のないこと

2 潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

3 ｹｰｼﾝｸﾞの亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

4 歯形の摩耗 ○
点検窓から
の目視

異常のないこと
(異常とは歯の折損、歯面のかじり､
ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ､変色などで摩耗限度は規定
値以内のこと)
油の種類が適正であること

5 作動状況 ○ ○ 目視 正常に機能していること

6 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ取付部の固定状態 ○ ○ 打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ 正常なこと

2 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

傾
転
装
置

（
電
動
ジ
ャ
ッ
キ
式

）

電動ｼﾞｬｯｷ

ﾛｰﾌﾟｸﾗﾝﾌﾟ

区分
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1.4　横行関係

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ﾃﾞｨｽｸの摩耗、亀裂 ○ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ
表面に傷を生じたら修正する
ﾃﾞｨｽｸの摩耗は原寸の5ｍｍ以内

2 ﾃﾞｨｽｸの荒れ、変色、異熱 ○ ○ 目視、触手 荒れ、変色、異常のないこと

3 ﾎﾞｽの亀裂 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

5 回転状態 ○ ○ 目視 正常に回転すること

1 異音、異振動 ○ ○ 聴音・感覚 異音、異振動のないこと

2 摩耗、亀裂、損傷 ○ 目視 摩耗、亀裂、損傷のないこと

3 軸芯の通り ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

4 ﾊﾞｯｸﾗｯｼ ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

5 潤滑、塗油状態 ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

6 油量 ○ ○ 目視 グリース切れの無いこと

7 油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

8 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

軸継手

新品交換時にはﾒｰｶｰ
基準値に設定のこと

区分

ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸ

横
行
装
置

（
１
／
２

）
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異熱、異振動のないこと

2 歯車の摩耗、ﾊﾞｯｸﾗｯｼ ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

3 かみ合い歯面の状態 ○ 目視

異常のないこと
(異常とは歯の折損、歯面のかじり､
ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ､変色などで摩耗限度は規定
値以内のこと)

油の種類が適正である
こと

4
歯車、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、
塗油状態

○ 目視 油切れのないこと

5 ｹｰｼﾝｸﾞ内の油量、油漏れ ○ ○ 目視 ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞ

ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞの規定値以内とし油漏れ
のないこと
軸貫通部のｼｰﾙの摩耗がないこと
空気抜きの損傷、ﾌｨﾙﾀの目詰まりが
ないこと

6 油の汚れ、劣化 ○ 目視
油の汚れ、劣化のないこと
油の取替時期が守られていること

7 軸、ｹｰｼﾝｸﾞの亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

8 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 本体の亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

2 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

横
行
装
置

（
２
／
２

）

ｺﾓﾝﾍﾞｰｽ

区分

減速機
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 亀裂、損傷、変形 ○ ○ 目視 亀裂、損傷、変形のないこと

2 さび、腐食 ○ ○ 目視 著しいさび・腐食のないこと

ｽﾗｲﾄﾞ金物
1 ｽﾗｲﾄﾞ部の摩耗、損傷、隙間 ○ ○ 目視 編摩耗、損傷のないこと

1 油量、汚れ、劣化 ○ ○ 目視 ｵｲﾙｹﾞｰｼﾞ
ｽﾄﾚｰﾅの汚れがないこと
油量は規定値以内とし、汚れ、劣化
していないこと

2 ﾎﾟﾝﾌﾟ、ｱｸﾁｭｴｰﾀの異音、異熱 ○ ○ 聴音･触手 異音、異熱のないこと

3 作動状況 ○ ○ 作動・目視 圧力計
ポンプ設定圧
正常に機能していること

ﾎﾟﾝﾌﾟ設定圧はﾒｰｶｰ取
説参照

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 本体の損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

3 ﾛｯﾄﾞのさび、腐食 ○ ○ 目視 ﾛｯﾄﾞのさび、腐食のないこと オイル塗布

4 異音、異熱 ○ ○ 聴音･触手 異音、異熱のないこと

5 作動状況 ○ ○ 作動・目視 正常に機能していること

6 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 配管の損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

3 配管の固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

ﾌﾚｰﾑ

油圧ﾕﾆｯﾄ

油圧ｼﾘﾝﾀﾞ

油圧配管

ロ
ー

プ
緊
張
装
置

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 溶接部の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷がないこと

2 さび、腐食及び塗膜の剥離 ○ ○ 目視 規定値以内のこと

1 車輪の回転状態 ○ ○ 目視 異常のないこと

2 車輪ﾌﾗﾝｼﾞの摩耗、倒れ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ
摩耗は原寸法の50%以内
倒れは、垂直位置から20%以内

3 車輪踏面の摩耗 ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ

摩耗　直径の3%以内
車輪の直径差 駆動系において直径
の0.2%以内のこと
従動車輪の直径差は直径の0.5%以
内のこと

4 車輪の損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

5 車輪部の異音 ○ ○ 聴音 異音のないこと

6 軸の固定状態 ○ ○ 目視 異常のないこと

7
ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部の異音、異熱、
異振動

○ ○ 聴音･感覚 異音、異熱、異振動のないこと

8 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

ﾌﾚｰﾑ

区分

車輪

ト
ロ
リ

（
１
／
２

）
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 回転状態 ○ ○ 目視

正常に回転すること
ﾛｰﾌﾟｸﾘｯﾌﾟ、ｼｬｯｸﾙ等を使っている場
合は、それらのゆるみ、摩耗、損傷が
なく正しい取付方法であること

2 本体の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

3 ﾛｰﾌﾟ溝部の摩耗 ○ 目視・計測
溝ｹﾞｰｼﾞ
ﾉｷﾞｽ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ径の25%以内

4 ﾛｰﾌﾟ外れ止めの損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

5 異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異熱、異振動のないこと

6 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

7 ﾋﾟﾝの固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

1 ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ取付部の固定状態 ○ ○ 打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ 正常であること

2 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

ｼｰﾌﾞ(巻上)

区分

ト
ロ
リ

（
２
／
２

）

ﾛｰﾌﾟｸﾗﾝﾌﾟ
(ﾜｲﾔｸﾘｯﾌﾟ)

緩衡器
(ﾊﾞｯﾌｧｰ)
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1.5 起伏関係

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ﾃﾞｨｽｸの摩耗、亀裂 ○ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ
表面に傷を生じたら修正する
ﾃﾞｨｽｸの摩耗は原寸の5ｍｍ以内

左  mm
右  mm

2 ﾃﾞｨｽｸの荒れ、変色、異熱 ○ ○ 目視、触手 荒れ、変色、異常のないこと

3 ﾎﾞｽの亀裂 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

5 回転状態 ○ ○ 目視 正常に回転すること

1 異音、異振動 ○ ○ 聴音・感覚 異音、異振動のないこと

2 摩耗、亀裂、損傷 ○ 目視 摩耗、亀裂、損傷のないこと

3 軸芯の通り ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

4 ﾊﾞｯｸﾗｯｼ ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

5 潤滑、塗油状態 ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

6 油量 ○ ○ 目視 グリース切れの無いこと

7 油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

8 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

起
伏
装
置

（
１
／
５

）

新品交換時にはﾒｰｶｰ
基準値に設定のこと

ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸ

軸継手
(ｷﾞﾔｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ)

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異熱、異振動のないこと

2 歯車の摩耗、ﾊﾞｯｸﾗｯｼ ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

3 かみ合い歯面の状態 ○ 目視

異常のないこと
(異常とは歯の折損、歯面のかじり､
ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ､変色などで摩耗限度は規定
値以内のこと)

油の種類が適正である
こと

4
歯車、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、塗油状
態

○ 目視 油切れのないこと

5 ｹｰｼﾝｸﾞ内の油量、油漏れ ○ ○ 目視 ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞ

ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞの規定値以内とし油漏れ
のないこと
軸貫通部のｼｰﾙの摩耗がないこと
空気抜きの損傷、ﾌｨﾙﾀの目詰まりが
ないこと

6 油の汚れ、劣化 ○ 目視
油の汚れ、劣化のないこと
油の取替時期が守られていること

7 軸、ｹｰｼﾝｸﾞの亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

8 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 異音、異振動 ○ ○ 聴音・感覚 異音、異振動がないこと

2 潤滑、塗油状態 ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

3 軸芯の通り ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

4 歯形の摩耗 ○ 目視
異常摩耗、金属粉がないこと
（ﾎﾟﾝﾁﾏｰｸの範囲内の事）

ｲﾝｼﾞｹｰﾀの値

ﾄﾞﾗﾑｷﾞﾔｶｯﾌﾟﾘﾝ
ｸﾞ

減速機

起
伏
装
置

（
２
／
５

）

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1
ﾛｰﾌﾟ押さえ取付ﾎﾞﾙﾄの
ゆるみ、脱落、固定状態

○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落がなく、正常であること

2 溶接部の亀裂 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

3 ﾛｰﾌﾟ溝部の摩耗 ○ 目視・計測
溝ｹﾞｰｼﾞ
ﾉｷﾞｽ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ径の25%以内

4 軸芯の通り ○ 目視・聴音 異音、異振動がないこと

5 異音、異振動 ○ ○ 聴音・感覚 異音、異振動のないこと

1 ｹｰｼﾝｸﾞの亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

2 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

3 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異熱、異振動のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 溶接部等の亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

2 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 回転状態 ○ ○ 目視

正常に回転すること
ﾛｰﾌﾟｸﾘｯﾌﾟ、ｼｬｯｸﾙ等を使っている場
合は、それらのゆるみ、摩耗、損傷が
なく正しい取付方法であること

2 本体の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

3 ﾛｰﾌﾟ溝部の摩耗 ○ 目視・計測
溝ｹﾞｰｼﾞ
ﾉｷﾞｽ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ径の25%以内

4 ﾛｰﾌﾟ外れ止めの損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

5 異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異熱、異振動のないこと

6 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

7 ﾋﾟﾝの固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

ﾄﾞﾗﾑ

区分

起
伏
装
置

（
３
／
５

） ｼｰﾌﾞ

ﾄﾞﾗﾑ軸受

ｺﾓﾝﾍﾞｰｽ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 素線の断線 ○ ○ 目視・計測
素線の断線(10％以内/1よりの間に
て)

目視でのみ確認

2 摩耗及び損傷 ○ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ 直径の減少が公称径の７％以内

3 キンク ○ ○ 目視 キンクのないこと

4 形くずれ、よりもどり ○ ○ 目視 形くずれ、よりもどりのないこと

5 油脂の塗布状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと

6 さび、腐食 ○ ○ 目視 著しいさび、腐食のないこと

7 ロープ端部固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

1 ﾃﾞｨｽｸの摩耗、亀裂 ○ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ
表面に傷を生じたら修正する
ﾃﾞｨｽｸの摩耗は原寸の5ｍｍ以内

左  mm
右  mm

左　非常ﾌﾞﾚｰｷ
右　ﾌﾞﾚｰｷ

2 ﾃﾞｨｽｸの荒れ、変色 ○ ○ 目視 荒れ、変色のないこと

3 ﾃﾞｨｽｸの異熱 ○ ○ 触手 異常のないこと

4 ﾎﾞｽの亀裂 ○ ○ 目視 亀裂のないこと

5 ｷｰ及びｷｰ溝の変形 ○ 目視・作動 変形のないこと

6 ｷｰのゆるみ、抜け出し ○ 目視・作動 ゆるみ、抜け出しのないこと

7 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

8 回転状態 ○ ○ 目視 正常に回転すること

1 可動部の作動状態 ○ ○ 目視 正常に動作すること

2 ﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗 ○ ○ 目視・計測 磨耗限界ｹﾞｰｼﾞ
磨耗代3ｍｍ(片側)ｹﾞｰｼﾞが
入らなくなると磨耗代3ｍｍ

3
ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸとﾗｲﾆﾝｸﾞの隙間
設定寸法

○ ○ 目視・計測 隙間ｹﾞｰｼﾞ ｴｱｰｷﾞｬｯﾌﾟ1.5ｍｍ以内（片側）
左  mm
右  mm

調整

起動、停止時にｷｰの異
常による振れのないこ
と

非常ﾌﾞﾚｰｷ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ

区分

起
伏
装
置

（
４
／
５

）

非常ﾌﾞﾚｰｷ
ﾌﾞﾚｰｷ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 可動部の作動状態 ○ ○ 目視 正常に動作すること

2 油圧押上機の油漏れの有無 ○ ○ 目視 油漏れのないこと

3
油圧押上機の油量及び油劣
化

○ 目視 油量適量かつ油劣化のないこと

1
ﾌﾚｰﾑ,ﾊﾞｯﾌｧｰ及びﾌｯｸの変
形、曲がり、さび

○ ○ 目視 変形、曲がり、さびのないこと

2 軸、ﾋﾟﾝの摩耗、固定状態 ○ ○ 目視 著しい摩耗のないこと

3 可動部の作動状態 ○ ○ 目視 正常なこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 ﾓｰﾄﾙ･ｼﾘﾝﾀﾞの状態 ○ ○ 目視 異音、異振動のないこと

2 可動部の作動状態 ○ ○ 目視 正常に動作すること

3 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 異音、異熱、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異熱、異振動のないこと

2 歯車の摩耗、ﾊﾞｯｸﾗｯｼ ○ 目視・聴音 異音、異振動のないこと

3 ケーシング内の油量、油漏れ ○ ○ 目視 ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞ

ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞの規定値以内とし油漏れ
のないこと
軸貫通部のｼｰﾙの摩耗がないこと
空気抜きの損傷、ﾌｨﾙﾀの目詰まりが
ないこと

4 油の汚れ、劣化 ○ 目視
油の汚れ、劣化のないこと
油の取替時期が守られていること

5 軸、ケーシングの亀裂 ○ 目視 油漏れのないこと

6 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

区分

起
伏
装
置

（
５
／
５

）

ブ
ー

ム
ラ

ッ
チ
装
置

走
行
装
置

（
１
／
３

）

本体

駆動装置

減速機

ﾌﾞﾚｰｷ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 車輪の回転状態 ○ ○ 目視 異常のないこと

2 車輪ﾌﾗﾝｼﾞの摩耗、倒れ ○ 目視・計測 ﾉｷﾞｽ
摩耗は原寸法の50%以内
倒れは、垂直位置から20%以内

3 車輪踏面の摩耗 ○ 目視・計測
ﾉｷﾞｽ
鋼尺

摩耗　直径の3%以内
車輪の直径差 駆動車輪において直
径の0.2%以内のこと
従動車輪においては直径の0.5%以内
のこと

4 車輪の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

5 車輪部の異音 ○ ○ 聴音 異音のないこと

6 軸の固定状態 ○ ○ 目視 異常のないこと

7
ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部の異音、異熱、
異振動

○ ○ 聴音･感覚 異音、異熱、異振動のないこと

8 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

1 潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

2 固定状態 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ 軸の固定が確実であること

3 異音 ○ ○ 聴音･作動
異音ないこと
正常に作動すること

1 亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

2 部材のさび、腐食 ○ 目視 規定値以内のこと

3 塗膜の剥離 ○ 目視 規定値以内のこと

4 異音 ○ ○ 聴音 異音ないこと

5 軸の潤滑状態 ○ ○ 目視・触覚 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

1 損傷、変形 ○ ○ 目視 損傷、変形のないこと

2 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

区分

緩衡器
(ﾊﾞｯﾌｧｰ)

ﾋﾟﾝ

走
行
装
置

（
２
／
３

）

車輪

ﾎﾞｷﾞｰ
ﾛｯｶﾋﾞｰﾑ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 ﾗｲﾆﾝｸﾞの摩擦 ○ 目視／計測 隙間ｹﾞｰｼﾞ 0.9ｍｍ

2
ﾗｲﾆﾝｸﾞの摩擦版の隙間及び
極面間

○ 目視／計測 隙間ｹﾞｰｼﾞ 0.4ｍｍ　使用限界1.5ｍｍ

3 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

4 ﾃﾞｨｽｸの荒れ、変色 ○ 目視 荒れ、変色のないこと

1 亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

2 さび、腐食 ○ 目視 著しいさび、腐食のないこと

3 塗膜の剥離 ○ ○ 目視 著しい塗膜の剥離のないこと

4 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動していること

1 摩耗、損傷、変形 ○ ○ 目視 ｲﾝｼﾞｹｰﾀ 摩耗、損傷、変形のないこと

2 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動していること

1 潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと オイル塗布

2 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動していること

1 潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと オイル塗布

2 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動していること

1 潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

2 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動すること

ｸﾗﾝﾌﾟ金物

ﾌﾚｰﾑ

ﾘﾝｸ

ﾋﾟﾝ類

車輪

走
行
装
置

（
３
／
３

）

レ
ー

ル
ク
ラ
ン
プ

（
１
／
２

）

ﾎﾞﾙﾄ、ナット

電動機内臓ﾌﾞ
ﾚｰｷ

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

3 さび、腐食 ○ ○ 目視 さび、腐食のないこと オイル塗布

4 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動すること

1 油量 ○ ○ 目視 ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞ ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞの規定値以内のこと

2 油の汚れ、劣化 ○ ○ 目視
油の汚れ、劣化のないこと
油の取替時期が守られていること

交換時間はﾒｰｶｰ取説
参照

3 油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

4 異音、異熱 ○ ○ 聴音･触手 異音、異熱のないこと

5 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動すること

1 損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

3 固定状態 ○ ○ 目視 固定が確実であること

油圧ｼﾘﾝﾀﾞ

ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ

レ
ー

ル
ク
ラ
ン
プ

（
２
／
２

）

油圧ﾕﾆｯﾄ

区分

油圧配管
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 さび、腐食 ○ ○ 目視 著しいさび・腐食のないこと

1 損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 さび、腐食 ○ ○ 目視 著しいさび・腐食のないこと

3 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動すること

1 損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 曲り ○ ○ 目視 曲りのないこと

1 変形 ○ ○ 目視 変形のないこと

2 作動状態 ○ ○ 目視・作動 正常に作動すること

1 変形 ○ ○ 目視 変形のないこと

2 潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

ｳｴｲﾄ
1 固定状態 ○ ○ 目視 固定が確実であること

ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ
1 ゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 作動位置 ○ ○ 目視 正常作動位置にあること

2 変形、腐食 ○ ○ 目視 著しい変形、腐食がないこと

ﾌﾚｰﾑ

短冊状金物

連結ﾋﾟﾝ

ﾘﾝｸ

ﾘﾝｸﾋﾟﾝ

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁｽﾄﾗｲ
ｶｰ

区分

固
定
装
置

（
逸
走
防
止
・
転
倒
防
止
兼
用
形

）
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1.7 吊具関係

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ﾌﾚｰﾑの亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

2 塗装の剥離 ○ ○ 目視 著しい塗装の剥離のないこと

3 ﾌﾚｰﾑのさび、腐食 ○ 目視 著しいさび、腐食のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 作動状態 ○ ○ 目視 正常に作動すること

2 本体の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

3 ﾛｰﾌﾟ溝部の摩耗 ○ 目視・計測
溝ｹﾞｰｼﾞ
ﾉｷﾞｽ

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ径の25%以内

4 ﾛｰﾌﾟ外れ止めの損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

5 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑、塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

6 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの異音､異熱､異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異音、異熱、異振動のないこと

7 ﾋﾟﾝの固定状態 ○ ○ 目視 正常であること

1 作動状態 ○ ○ 作動・目視 正常に作動すること

2 ﾂｲｽﾄﾛｯｸﾋﾟﾝの損傷、変形 ○ ○ 目視
損傷、変形のないこと
交換2000時間2年200,000個

3 ﾂｲｽﾄﾛｯｸﾋﾟﾝの亀裂 ○ 測定 ｶﾗｰﾁｪｯｸ

4 ﾂｲｽﾄﾛｯｸﾋﾟﾝの摩耗 ○ 目視 損傷、変形のないこと

5
ﾘﾝｸ、ﾘﾝｸﾋﾟﾝ、ﾚﾊﾞｰの損傷、変
形

○ ○ 目視 損傷、変形のないこと

6
ﾂｲｽﾄﾛｯｸﾋﾟﾝ、ﾘﾝｸﾋﾟﾝの
潤滑塗油

○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

7 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

ヘ

ッ
ド
ブ
ロ

ッ
ク

ﾌﾚｰﾑ

区分

ﾂｲｽﾄﾛｯｸ装置

ｼｰﾌﾞ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 本体の亀裂、損傷、変形 ○ ○ 目視 亀裂、損傷、変形のないこと

2 塗膜の剥離 ○ 目視 著しい塗膜の剥離のないこと

3 ﾌﾚｰﾑのさび、腐食 ○ ○ 目視 著しいさび、腐食のないこと

4 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

1 ﾌｯｸの亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

2 ﾌｯｸの変形 ○ ○ 目視 変形のないこと

3 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの潤滑塗油状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

4 ﾛｰﾌﾟ外れ止めの損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

5 ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄのゆるみ、脱落 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、脱落のないこと

ﾌｯｸ

区分

吊
り
ビ
ー

ム

吊りﾋﾞｰﾑ
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２．電　気　関　係　　　（表Ⅰ－２）

表中の「判定基準」欄にある”規定値”とは、Ⅲ．「使用限度一覧表」の

（表Ⅲ－２）に示す値、またはメーカーの推奨する値とする。
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2.1 巻上装置 　　　　記事　〇・・・良好　　　　△・・・要注意　　　×・・・要処置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

2 本体取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ、発錆 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、発錆のないこと

3 軸受の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

4 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上であること 別様式で報告

5 ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀの導通 ○ 計測 テスタ 断線のないこと 別様式で報告

6 ｻｰﾓｽﾀｯﾄ回路の導通 ○ 計測 テスタ 断線のないこと 別様式で報告

1 ﾓｰﾀの冷却通風排気の風量 ○ ○ 触手 通風冷却に障害のないこと

1 ライニングの摩耗、変色 ○ ○ 目視・計測 鋼尺又はﾉｷﾞｽ
変色のないこと
磨耗限界5mm

mm

2 ライニングとディスクの隙間 ○ ○ 目視・計測
鋼尺または隙間

ｹﾞｰｼﾞ
隙間がほぼ均等なこと

3 ディスクの摩耗、荒れ ○ ○ 目視・計測 鋼尺又はﾉｷﾞｽ
表面に傷を生じたら修正する
ﾃﾞｨｽｸの磨耗は原寸の5mm以内

mm

4 ディスクの亀裂、油付着 ○ ○ 目視 亀裂、油付着のないこと

5 各ﾚﾊﾞｰのﾋﾟﾝ部分の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと

6 制動トルク(スプリングの寸法) ○ ○ 目視･計測
ｽｹｰﾙ目盛設定値が銘板値通りのこ
と

目盛確
認

7
本体ﾚﾊﾞｰ､ﾛｯﾄﾞ､ﾗｲﾆﾝｸﾞ取付ﾎﾞ
ﾙﾄ､ﾋﾟﾝ､ﾋﾞｽ等のゆるみ、損傷

○ ○ 目視 通風冷却に障害のないこと

8 異音、異熱、異振動、異臭 ○ ○ 目視・計測 鋼尺又はﾉｷﾞｽ 摩耗は仕様限度内、変色のないこと

9 ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞ過熱、変色 ○ ○ 目視 変色の無いこと

巻
上
装
置

（
１
／
２

）

電動機 巻上用
電動機

送風機

ﾌﾞﾚｰｷ ﾃﾞｨｽｸ
式

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

10 塵埃の堆積 ○ ○ 目視 使用限度内のこと

11 電動油圧押上機の油漏れ ○ ○ 目視 亀裂、油付着のないこと

12
電動油圧押上機の油量及び
油劣化

○ ○ 目視 油切れのないこと

1 結合部の状態 ○ ○ 目視 正常なこと

2 取付ボルトのゆるみ ○ ○ 打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみのないこと

3 結合部の潤滑状態 ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

4 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾃｽﾀ 規定値以上のこと 別様式で報告

ﾌﾞﾚｰｷ

巻
上
装
置

（
２
／
２

）

速度検出器
（電動機外付の
場合）

ﾃﾞｨｽｸ
式

区分
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2.2 横行装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

2 本体取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ、発錆 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、発錆のないこと

3 軸受の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

4 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上であること 別様式で報告

5 ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀの導通 ○ 計測 テスタ 断線のないこと 別様式で報告

6 ｻｰﾓｽﾀｯﾄ回路の導通 ○ 計測 テスタ 断線のないこと 別様式で報告

1 ﾓｰﾀの冷却通風排気の風量 ○ ○ 触手 通風冷却に障害のないこと

1 ライニングの摩耗、変色 ○ ○ 目視・計測 鋼尺又はﾉｷﾞｽ
変色のないこと
磨耗限界5mm

mm

2 ライニングとディスクの隙間 ○ ○ 目視・計測
鋼尺または隙間

ｹﾞｰｼﾞ
隙間がほぼ均等なこと

3 ディスクの摩耗、荒れ ○ ○ 目視・計測 鋼尺又はﾉｷﾞｽ
表面に傷を生じたら修正する
ﾃﾞｨｽｸの磨耗は原寸の5mm以内

mm

4 ディスクの亀裂、油付着 ○ ○ 目視 亀裂、油付着のないこと

5 各ﾚﾊﾞｰのﾋﾟﾝ部分の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと

6
制動トルク(スプリングの取付
寸法)

○ ○ 目視・計測
ｽｹｰﾙ目盛設定値が銘板値通りのこ
と

目盛確
認

7
本体ﾚﾊﾞｰ,ﾛｯﾄ,ﾗｲﾆﾝｸﾞ取付ﾎﾞﾙ
ﾄ,ﾋﾟﾝ,ﾋﾞｽ等のゆるみ、損傷

○ ○ 目視･打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、損傷のないこと

8 異音、異熱、異振動、異臭 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

9 ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞの過熱、変色 ○ ○ 目視 異常のないこと

送風機

ﾌﾞﾚｰｷ ﾃﾞｨｽｸ
式

横
行
装
置

（
１
／
２

）

区分

電動機 横行用
電動機
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

10 塵埃の推積 ○ ○ 目視 塵埃の推積がないこと

11 電動油圧押上機の油漏れ ○ ○ 目視 油漏れのないこと

12
電動油圧押上機の油量及び
油劣化

○ 目視 油量適量かつ油劣化のないこと

1 結合部の状態 ○ ○ 目視 正常なこと

2 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみのないこと

3 結合部の潤滑状態 ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

4 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾃｽﾀ 規定値以上のこと 別様式で報告

横
行
装
置

（
２
／
２

）

ﾃﾞｨｽｸ
式

速度検出器
（電動機外付の
場合）

ﾌﾞﾚｰｷ

区分
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2.3 起伏装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

2 本体取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ、発錆 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、発錆のないこと

3 軸受の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

4 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

5 ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀの導通 ○ 計測 ﾃｽﾀ 断線のないこと 別様式で報告

6 ｻｰﾓｽﾀｯﾄ回路の導通 ○ 計測 ﾃｽﾀ 断線のないこと 別様式で報告

1 ﾓｰﾀの冷却通風排気の風量 ○ ○ 触手 通風冷却に障害のないこと

1 ﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗、変色 ○ ○ 目視・計測 鋼尺又はﾉｷﾞｽ
磨耗限界5mm
変色の無いこと

mm

2 ﾗｲﾆﾝｸﾞとﾃﾞｨｽｸのすき間 ○ ○ 目視 隙間がほぼ均等なこと

3 ﾃﾞｨｽｸの摩耗、荒れ ○ ○ 目視・計測 鋼尺又はﾉｷﾞｽ
表面に傷を生じたら修正する
ﾃ ﾞ ｨｽｸの磨耗は原寸の5mm以内
ﾃﾞｨｽｸ原寸20mm

mm

4 ﾃﾞｨｽｸの亀裂、油付着 ○ ○ 目視 亀裂、油付着のないこと

5 各ﾚﾊﾞｰのﾋﾟﾝ部分の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと

6
制動トルク(スプリングの取付
寸法)

○ ○ 目視
ｽｹｰﾙ目盛設定値が銘板値通りのこ
と

7
本体ﾚﾊﾞｰ､ﾛｯﾄﾞ､ﾗｲﾆﾝｸﾞ取付ﾎﾞ
ﾙﾄ､ﾋﾟﾝ､ﾋﾞｽ等のゆるみ、損傷

○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、損傷のないこと

8 異音、異熱、異振動、異臭 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

9
ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞ､ﾄﾞﾗﾑの過熱、変
色

○ ○ 目視 異常のないこと

送風機

起伏用
電動機

区分

電動機

起
伏
装
置

（
１
／
２

）

常用ﾌﾞ
ﾚｰｷ

ﾃﾞｨｽｸ
式
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

10 塵埃の推積 ○ ○ 目視 塵埃の推積のないこと

11
電動油圧押上機の油漏れの
有無

○ ○ 目視 油漏れのないこと

12
電動油圧押上機の油良及び
油劣化

○ 目視 油量適量かつ油劣化のないこと

1 ﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗、変色 ○ ○ 目視・計測 ゲージ 摩耗は3mm以内
3mm以内になるとｹﾞｰｼﾞ
が挿入できなくなる

2 ﾗｲﾆﾝｸﾞとﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸのすき間 ○ ○ 目視・計測 隙間ｹﾞｰｼ ｴｱｰｷﾞｬｯﾌﾟ1.5mm以内 mm

3 ﾃﾞｨｽｸの摩耗、荒れ ○ ○ 目視・計測 鋼尺又はﾉｷﾞｽ
表面に傷を生じたら修正する
ﾃ ﾞ ｨｽｸの磨耗は原寸の5mm以内
ﾃﾞｨｽｸ原寸25mm

mm

4 ﾃﾞｨｽｸの亀裂、油付着 ○ ○ 目視 亀裂、油付着のないこと

5 各ﾚﾊﾞｰのﾋﾟﾝ部分の潤滑状態 ○ ○ 目視 油切れのないこと

6 制動ﾄﾙｸ規定値か ○ ○ 目視 設定油圧13.5～17MPaで解放 MPa

7
本体ﾚﾊﾞｰ､ﾛｯﾄﾞ､ﾗｲﾆﾝｸﾞ取付ﾎﾞ
ﾙﾄ､ﾋﾟﾝ､ﾋﾞｽ等のゆるみ、損傷

○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏ- ゆるみ、損傷のないこと

8 異音、異熱、異振動、異臭 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

9
ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞ､ﾄﾞﾗﾑの過熱、変
色

○ ○ 目視 異常のないこと

10 塵埃の推積 ○ ○ 目視 塵埃の推積のないこと

11 油漏れの有無 ○ ○ 目視 油漏れのないこと

12 油量及び油劣化 ○ 目視 油量適量かつ油劣化のないこと

1 結合部の状態 ○ ○ 目視 正常なこと

2 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみのないこと

3 結合部の潤滑状態 ○ 目視 油切れのないこと ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

ﾃﾞｨｽｸ
式

区分

速度検出器
（電動機外付の
場合）

起
伏
装
置

（
２
／
２

）

常用ﾌﾞ
ﾚｰｷ

ﾃﾞｨｽｸ
式

非常用
ﾌﾞﾚｰｷ
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4 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾃｽﾀ 規定値以上のこと 別様式で報告

2.4 走行装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

2 本体取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ、発錆 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、発錆のないこと

3 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

4 ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀの導通 ○ 計測 ﾃｽﾀ 断線のないこと 別様式で報告

5 ｻｰﾓｽﾀｯﾄ回路の導通 ○ 計測 ﾃｽﾀ 断線のないこと 別様式で報告

1 ﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗 ○ 目視・計測 ｽｹｰﾙ 0.5mm

2
ﾗｲﾆﾝｸﾞと摩耗板の隙間及び極
面間

○ 目視・計測 ｽｹｰﾙ 0.5mm　使用限界1.0mm

3 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

走行用
電動機

内蔵ﾌ ﾞ
ﾚｰｷ

走
行
装
置

電動機

区分

36
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2.5 スプレッダ用機器

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

2 本体取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ、発錆 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、発錆のないこと

3 端子箱ｶﾊﾞｰのゆるみ ○ ○ 目視 ゆるみのないこと

4 端子箱内のﾘｰﾄﾞ線の劣化 ○ ○ 目視 劣化のないこと

5 接地線のゆるみ、損傷 ○ ○ 目視・触手 ゆるみ、損傷のないこと

6 外部の塵埃付着 ○ ○ 目視 塵埃付着のないこと

7 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

ス
プ
レ

ッ
ダ
用
機
器

区分

電動機
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2.6 その他補機

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

2 本体取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ、発錆 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、発錆のないこと

3 端子箱ｶﾊﾞｰのゆるみ ○ ○ 目視 ゆるみのないこと

4 端子箱内のﾘｰﾄﾞ線の劣化 ○ ○ 目視 劣化のないこと

5 接地線のゆるみ、損傷 ○ ○ 目視・触手 ゆるみ、損傷のないこと

6 電動機内部、外部の塵埃付着 ○ ○ 目視 塵埃付着のないこと

1 異音、異熱、異臭、異振動 ○ ○
聴音･触手･
感覚

異常のないこと

2 本体取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ、発錆 ○ ○ 目視・打診 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ゆるみ、発錆のないこと

3 端子箱ｶﾊﾞｰのゆるみ ○ ○ 目視 ゆるみのないこと

4 端子箱内のﾘｰﾄﾞ線の劣化 ○ ○ 目視 劣化のないこと

5 接地線のゆるみ、損傷 ○ ○ 目視・触手 ゆるみ、損傷のないこと

6 電動ｼﾘﾝﾀﾞ作動状態 ○ 計測 ｽﾄｯﾌﾟｳｵｯﾁ 規定上昇時間以内のこと 5～7秒以内

電動機(ブーム
ラッチ)

区分

そ
の
他
補
機

電動機
(スプレッダ傾転
装置)
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2.7 受変電盤

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 亀裂、損傷 ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

2 塵埃 ○ ○ 目視 過度の塵埃推積のないこと

口出線
1 発熱、変色、損傷 ○ ○ 目視 異常のないこと

硝子抑
え金具

1 発錆 ○ ○ 目視 発錆のないこと

1 発錆 ○ ○ 目視 発錆のないこと

2 変形 ○ ○ 目視 変形のないこと

3 ﾊﾝﾄﾞﾙや指針の変形 ○ ○ 目視 変形のないこと

操作機
構

1 開閉操作 ○ 目視・触感 異常のないこと

1 断線 ○ 目視 断線のないこと

2 接地端子の締付 ○ ○ 目視 緩みのないこと

1 主、補助接触子の状態 ○ ○ 目視 溶着、汚損のないこと

2 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 汚損及び破損の状態 ○ ○ 目視 異常のないこと

2 接触子の損耗量 ○ 計測
線マークが真空バルブに隠れて見え
なくなった時消耗限界

ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ引込
開閉器
盤

ｹｰｽ及
び
ｶﾊﾞｰ部

主回路
部

接地線

真空ﾊﾞ
ﾙﾌﾞ

受
変
電
盤

（
１
／
３

）

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 盤外面及び周囲の状態 ○ ○ 目視 汚れのないこと

2 盤内面各部の状態 ○ ○ 目視 塵埃付着のないこと､結露のないこと

3 器具、部品等の状態 ○ ○ 目視 破損のないこと

4 器具接点の状態 ○ ○ 目視 損傷、摩耗のないこと

5 配線の状態 ○ ○ 目視 汚れ、損傷のないこと

6 ｺﾈｸﾀ接合状態 ○ 目視 緩みのないこと

7 絶縁材の状態 ○ 目視 汚損、損傷、不足のないこと

8 構造組立上の締付状況 ○ 目視・触手 緩みのないこと

9 導電各部の締付状況 ○ 目視・触手 緩みのないこと

10 過熱損傷の痕跡 ○ 目視 痕跡のないこと

1 扉開閉部、ﾊﾝﾄﾞﾙ ○ ○ 作動 正常なこと

2 ﾄﾞｱｽｲｯﾁ調整状態 ○ ○ 作動 正常なこと

3 潤滑状態 ○ 目視・作動 正常なこと

1 各部締付状態 ○ 目視・触手 緩みのないこと

2 変形、歪み、可動部せり ○ ○ 目視 異常のないこと

3 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

区分

受電盤

受
変
電
盤

（
２
／
３

）

共通

機構部

主機器
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 測定値 判定 措置・備考

1 制御回路、しゃ断器動作 ○ 作動 正常なこと

2 保護回路、保護継電器動作 ○ 作動 正常なこと

3 保護継電器の設定値 ○ 目視 初期設定値であること

4 ｲﾝﾀﾛｯｸ回路確認 ○ 作動 正常なこと

5 表示回路、表示器具動作 ○ ○ 作動 正常なこと

6 計測回路、計測器具動作 ○ 作動 正常なこと

7 各制御器具動作 ○ 作動 正常なこと

1 盤外面及び周囲の状態 ○ ○ 目視 汚れのないこと

2 盤内面各部の状態 ○ ○ 目視 塵埃付着のないこと､結露のないこと

3 器具、部品等の状態 ○ ○ 目視 破損のないこと

4 器具接点の状態 ○ ○ 目視 損傷、摩耗のないこと

5 配線の状態 ○ ○ 目視 汚れ、損傷のないこと

6 ｺﾈｸﾀ接合状態 ○ 目視 緩みのないこと

7 絶縁材の状態 ○ 目視 汚損、損傷、不足のないこと

8 構造組立上の締付状況 ○ 目視・触手 緩みのないこと

9 導電各部の締付状況 ○ 目視・触手 緩みのないこと

10 過熱損傷の痕跡 ○ 目視 痕跡のないこと

区分

制御機
器

受電盤

共通変圧器
盤

受
変
電
盤

（
３
／
３

）
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2.8 変圧器、リアクトル

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 塵埃の推積 ○ ○ 目視 過度の推積のないこと

2 過熱、変色 ○ ○ 目視 異常な変色のないこと

3 損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

4 締付部の状態 ○ 目視・触手 ｶﾞﾀ、緩みのないこと

5 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 塵埃 ○ ○ 目視 過度の推積のないこと

2 損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

1 過熱、変色 ○ ○ 目視 異常な変色のないこと

2 締付部の状態 ○ 目視・触手 ｶﾞﾀ、緩みのないこと

1 損傷 ○ ○ 目視・触手 損傷のないこと

2 振動 ○ ○ 目視・触手 異常振動のないこと

1 温度の指示 ○ ○ 目視 異常のないこと

2 ｶﾞﾗｽの曇り、結露の有無 ○ ○ 目視 曇り、結露のないこと

3 導管の取り付け状態 ○ 目視 異常のないこと

4 取り付け状態(防振ｺﾞﾑ等) ○ 目視 異常のないこと

5 警報接点動作の確認 ○ 作動 異常のないこと

変
圧
器

（
乾
式

）

区分

ｺｲﾙ

接続銅帯

各種支持物

ﾀﾞｲﾔﾙ温度計

ﾀｯﾌﾟ切換台
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2.9 主電動機盤

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 盤外面及び周囲の状態 ○ ○ 目視 汚れのないこと

2 盤内面各部の状態 ○ ○ 目視 塵埃付着のないこと､結露がないこと

3 器具、部品等の状態 ○ ○ 目視 破損のないこと

4 配線の状態 ○ 目視 汚れ、損傷のないこと

5 ｺﾈｸﾀ接合状態 ○ 目視 緩みのないこと

6 絶縁材の状態 ○ 目視 汚損、損傷、不足のないこと

7 構造組立上の締付状態 ○ 目視・触手 緩みのないこと

8 導電各部の締付状態 ○ 目視・触手 緩みのないこと

9 過熱損傷の痕跡 ○ 目視 痕跡のないこと

1 電磁ｺｲﾙのうなり ○ ○ 聴音 正常なこと

2 作動確認 ○ ○ 作動 正常なこと

3 取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○ ○ 触手 緩みのないこと

4 ﾘｰﾄﾞ線の素線切れ ○ 目視 規定値以内のこと

5 接点の締付状況 ○ 目視 緩みのないこと

1 絶縁物の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、破損のないこと

2 開閉動作確認 ○ ○ 作動 正常なこと

3 ﾓｰﾙﾄﾞの破損 ○ ○ 目視 破損のないこと

4 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

区分

主
電
動
機
盤

（
１
／
２

）

ｲﾝﾊﾞｰﾀ
盤
ｺﾝﾊﾞｰﾀ
盤

共通

電磁接
触器・
継電器

MCCB
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ﾌﾟﾘﾝﾄ基板の塵埃 ○ ○ 目視 過度の塵埃推積のないこと

2
規定入力による規定出力の確
認

○ 計測
ﾃｽﾀ

ｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟ
設計値どおりであること 別様式で報告

3 設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの確認 ○ 計測
ﾃｽﾀ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾂｰﾙ
設計値どおりであること 別様式で報告

4 制御電圧の確認 ○ 計測 ﾃｽﾀ AC440V±10％ 別様式で報告

1 振動 ○ ○ 触手 過度の振動のないこと

2 回転確認 ○ ○ 目視 正しい回転方向であること

3 ｲﾝﾍﾟﾗ損傷 ○ ○ 目視 変形、損傷のないこと

通風口
1 ﾌｨﾙﾀの目詰まり ○ 目視 目詰まりのないこと

制御ﾕ
ﾆｯﾄ

冷却ﾌｧ
ﾝ

主
電
動
機
盤

（
２
／
２

）

ｲﾝﾊﾞｰﾀ
盤
ｺﾝﾊﾞｰﾀ
盤

区分
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2.10 主幹盤

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 盤内の露滴の有無 ○ ○ 目視 露滴のないこと

2 取付部、ｺﾈｸﾀのゆるみ ○ ○ 触手 緩みのないこと

3 電源電圧確認 ○ 計測 電圧計 AC100V±10％

4 CPUｶｰﾄﾞ類の動作表示灯 ○ ○ 目視 異常表示が点灯していないこと

5
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘ
(ﾌﾛｯﾋﾟ等との比較)

○ ｿﾌﾄﾁｪｯｸ ﾌﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾂｰﾙ CPUとﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘが一致すること

1 制御電圧の確認 ○ 計測 ﾃｽﾀ AC100V±10％　DC24V±10％ 別様式で報告

2 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾊﾞｯﾃﾘ 目視・ﾁｪｯｸ ﾌﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾂｰﾙ 使用限度以内のこと 2年毎に新品に交換

1 盤内の露滴の有無 ○ ○ 目視 露滴のないこと

2 取付部、ｺﾈｸﾀのゆるみ ○ ○ 触手 緩みのないこと

3 電源電圧 ○ 計測 電圧計 AC100V±10％ 別様式で報告

4 通信ﾓｼﾞｭｰﾙ類の動作表示灯 ○ ○ 目視 異常表示が点灯していないこと

5
光ﾘﾓｰﾄI/Oﾓｼﾞｭｰﾙ類の動作
表示灯

○ ○ 目視 異常表示が点灯していないこと

1 電磁ｺｲﾙのうなり ○ ○ 聴音 正常なこと

2 作動確認 ○ ○ 作動 正常なこと

3 取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

4 ﾘｰﾄﾞ線の素線切れ ○ 目視 素線切れのないこと

5 接点の締付状態 ○ 目視 ゆるみのないこと

6 電磁ｺｲﾙ用抵抗器の抵抗値 ○ 目視 正常なこと
点検項目の2項目が正
常なら省略可

CPU･
I/O

制御ﾕ
ﾆｯﾄ

I/O

電磁接
触器・
継電器

主
幹
盤

（
１
／
２

）

PC盤

ﾘﾓｰﾄ
I/O盤

制御盤

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 定格容量の確認 ○ ○ 目視 設計値通りのこと ヒューズも含む

2 絶縁物の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと

3
MCCB、漏電遮断器の開閉動
作確認

○ ○ 作動 正常なこと

4
MCCB、漏電遮断器のﾓｰﾙﾄﾞ
の破損

○ ○ 作動 破損のないこと

5 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

1 ﾎﾞｯｸｽ等の取付部のゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

2 端子部のゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

3 配線の外傷 ○ 目視 外傷のないこと

4 盤内配線の素線切れ ○ 目視・触手 素線切れのないこと

5 端子ﾊﾞﾘｱ等の破損 ○ 目視 破損のないこと

6 圧着端子の亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

7 ﾜｲﾔｰﾏｰｸの脱落、破損、汚れ ○ 目視 脱落、破損、汚れのないこと

8 配線への塵埃の推積 ○ 目視 塵埃の推積のないこと

9 配線ﾊﾞｲﾝﾄﾞのゆるみ ○ 触手 ゆるみのないこと

区分

盤内配
線

MCCB･
漏電遮
断器

主
幹
盤

（
２
／
２

）

共通
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2.11 補機盤

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ﾗﾝﾌﾟ切れ ○ ○ 目視 ゆるみのないこと

2 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

1 接触子の接触状態(くい違い) ○ ○ 目視 正常なこと

2 電磁ｺｲﾙのうなり ○ ○ 聴音 正常なこと

3
可動鉄心吸着面、ｺｲﾙ表面の
状態

○ ○ 目視 正常なこと

4 作動確認 ○ ○ 作動 正常なこと

5 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

6 ﾘｰﾄﾞ線の素線切れ ○ 目視 素線切れのないこと

7 接点の締付状態 ○ 目視 ゆるみのないこと

8 電磁ｺｲﾙ用抵抗器の抵抗値 ○ 目視 正常なこと
点検項目の4項目が正
常なら省略可

9
構造部、電磁ｺｲﾙへの塵埃の
推積

○ 目視 塵埃のないこと

10 可動鉄心のｽﾄｯﾊﾟの異常 ○ 目視 正常なこと

11 過電流継電器の設定の確認 ○ 目視 正常なこと
点検項目の4項目が正
常なら省略可

計器・
その他

1 計器類の指示の確認 ○ ○ 目視 正常なこと

1 定格容量の確認 ○ ○ 目視 設計値通りなこと

2 絶縁物の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、損傷のないこと ﾋｭｰｽﾞも含む

3
MCCB、漏電遮断器の開閉動
作確認

○ ○ 作動 正常なこと

4
MCCB、漏電遮断器のﾓｰﾙﾄﾞ
の破損

○ ○ 目視 破損のないこと

5 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

区分

補
機
盤

（
１
／
２

）

信号灯
表示灯

電磁接
触器・
継電器

共通 MCCB･
漏電遮
断器

補機盤
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ﾎﾞｯｸｽ等の取付部のゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

2
屋外用接続箱への雨水の浸
入

○ ○ 目視 雨水の浸入がないこと

3 端子部のゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

4 配線の外傷 ○ 目視 外傷のないこと

5 盤内配線の素線切れ ○ 目視・触手 素線切れのないこと

6 端子ﾊﾞﾘｱ等の破損 ○ 目視 破損のないこと

7 圧着端子の亀裂 ○ 目視 亀裂、損傷ないこと

8 ﾜｲﾔｰﾏｰｸの脱落、破損、汚れ ○ 目視 脱落、破損、汚れのないこと

9 配線への塵埃の推積 ○ 目視 塵埃の推積のないこと

10 配線ﾊﾞｲﾝﾄﾞのゆるみ ○ 触手 ゆるみのないこと

11 各回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 設定温度 ○ 目視 正常なこと 25℃

2 風量 ○ 目視 正常なこと

3 フィルターの目詰まり ○ 目視 塵埃の推積のないこと

4 ドレン ○ 目視 正常な水漏れのないこと

1 放熱フイン ○ 目視 錆、目詰まりのないこと

2 ファンの破損、汚れ ○ 目視 正常なこと

区分

補
機
盤

（
２
／
２

）

共通 盤内配
線

ｴｱｺﾝ室
内機

ｴｱｺﾝ室
外機
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2.12 制御機器

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1
ｺﾝﾄﾛｰﾗﾊﾝﾄﾞﾙのｾﾝﾀｰ、垂直
性

○ ○ 目視 異常のないこと

2 円滑な動作 ○ ○ 作動
異常のないこと(特にｷﾞﾔ、ﾋﾟﾝ、軸受
等の摩耗による遊びのないこと)

3 軸受の潤滑 ○ ○ 目視 油切れのないこと

4 接触子の接触状態 ○ ○ 回路確認 正常なこと

5 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

1 接触子の接触状態と作動 ○ ○ 目視・作動 円滑に作動すること

2 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

1 ﾗﾝﾌﾟ切れ ○ ○ 目視 ゆるみのないこと

2 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

1 計器類の指示の確認 ○ ○ 目視 正常なこと

2
計器用変成器の過熱変色、亀
裂

○ ○ 目視 変色、亀裂のないこと

3 盤内の露滴の有無 ○ ○ 目視 露滴のないこと

4 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

5 各種計器類の誤差の確認 ○ 目視 規定値以内のこと

6 盤の腐食、汚損等 ○ 目視 腐食、汚損のないこと
点検項目の1項目が正
常なら省略可

○ｾﾞﾛﾉｯﾁｽﾄｯﾊﾟｰの動作6
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾘﾀｰ方式は中立
にもどる事を確認する

正常なこと(特に摩耗による遊びのな
いこと)

作動○

区分

制
御
機
器

（
１
／
２

）

操作
ﾃﾞｽｸ

ｺﾝﾄﾛｰﾗ

押鉛ｽ
ｲｯﾁ･
切替ｽ
ｲｯﾁ

信号灯
表示灯

計器盤 計器・
その他
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 定格容量の確認 ○ ○ 目視 設計値通りのこと

2 絶縁物の亀裂、損傷 ○ ○ 目視 亀裂、折損のないこと

3
MCCB、漏電遮断器の開閉動
作確認

○ ○ 作動 正常なこと

4
MCCB、漏電遮断器のﾓｰﾙﾄﾞ
の破損

○ ○ 作動 破損のないこと

5 取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

1 ﾎﾞｯｸｽ等の取付部のゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

2
屋外用接続箱への雨水の浸
入

○ ○ 目視 雨水の浸入がないこと

3 端子部のゆるみ ○ ○ 触手 ゆるみのないこと

4 配線の外傷 ○ 目視 外傷のないこと

5 盤内配線の素線切れ ○ 目視・触手 素線切れのないこと

6 端子ﾊﾞﾘｱ等の破損 ○ 目視 破損のないこと

7 圧着端子の亀裂 ○ 目視 亀裂のないこと

8 ﾜｲﾔｰﾏｰｸの脱落、破損、汚れ ○ 目視 脱落、破損、汚れのないこと

9 配線への塵埃の推積 ○ 目視 塵埃の推積のないこと

10 配線ﾊﾞｲﾝﾄﾞのゆるみ ○ 触手 ゆるみのないこと

11 各回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

区分

制
御
機
器

（
２
／
２

）

共通 MCCB･
漏電遮
断器

盤内配
線
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2.13 電気式振れ止め装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1
取付状態の確認(本体取付ﾎﾞ
ﾙﾄの緩み、発錆等)

○ ○ 目視・触手 ﾎﾞﾙﾄ等の緩み、発錆のないこと

2
内部の点検(水等の浸入、汚
れ)

○ ○ 目視 水等の浸入、汚れのないこと

3
ｹｰﾌﾞﾙｺﾈｸﾀの接続状態、損傷
の有無

○ ○ 目視・触手 緩み、損傷のないこと

4
CCD・ﾚﾝｽﾞの外観、取付状態
の確認

○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

5 光軸の確認 ○ ○ 目視 ﾓﾆﾀ 表示灯確認

1
外観、取付状態の確認(本体
取付ﾎﾞﾙﾄの緩み、発錆)

○ ○ 目視 ﾎﾞﾙﾄ等の緩み、発錆のないこと

2 ｶﾒﾗｹｰｽ全面ｶﾞﾗｽの汚れ ○ ○ 目視 汚れのないこと

3 内部点検(水等の浸入、汚れ) ○ ○ 目視 水等の浸入、汚れのないこと

4 ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀの導通 ○ ○ 目視 正常に動作すること

1 ﾋﾞｰｺﾝ表面 ○ ○ 目視 汚れのないこと

2 ﾋﾞｰｺﾝ取付状態 ○ ○ 目視 緩みのないこと

3
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀの接続状態、損
傷

○ ○ 目視・触手 緩み、損傷のないこと

4 電源電圧 ○ 計測 電圧計 AC200V±10％ 別様式で報告

区分

ﾀｰｹﾞｯﾄ
ﾏｰｸ
(ﾋﾞｰｺﾝ)

電
気
室
振
れ
止
め
装
置

ｶﾒﾗ本
体
(ｶﾒﾗｾﾝ
ﾘ)

ｶﾒﾗ装
置

ｶﾒﾗｹｰ
ｽ

その他
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2.14 監視装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手 正常なこと

2 ﾌｨﾙﾀの汚れ ○ 目視 汚れのないこと

3 ﾌｧﾝﾓｰﾀ動作 ○ ○ 目視・聴音 正常なこと

4 操作ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁの動作 ○ ○ 作動 円滑に作動すること

5 電源電圧、回路電圧の点検 ○ 計測 電圧計 AC100V±10％ 別様式で報告

6 試験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる動作確認 ○ 作動 正常なこと

7 内部電池使用期限の確認 ○ 目視 使用期限内のこと 2年毎に新品に交換

1 ﾗﾝﾌﾟ、ｽｲｯﾁ類の動作確認 ○ ○ 目視・作動 正常で円滑に作動すること

2 ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀの接続状態 ○ 目視・触手 正常なこと

3 動作確認 ○ ○ 作動 正常なこと

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視 正常なこと

2 CRT、外観の汚れ ○ ○ 目視 汚れのないこと

3
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

4 電源電圧の確認 ○ 計測 電圧計 AC100V±10％ 別様式で報告

5 輝度、ﾌｫｰｶｽの点検調整 ○ 目視 正常なこと

6 動作確認 ○ ○ 動作 正常なこと

監
視
装
置

（
１
／
３

）

ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞｼｽﾃﾑ
機上局
(含む運
転室端
末局）

CPU本
体

区分

外付ﾊｰ
ﾄﾞﾃﾞｨｽｸ
(有りの
場合)

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚ
ｲ
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
揺れのないこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 ｷｰﾀｯﾁの確認 ○ ○ 触手 円滑に作動すること

4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ内の異物混入の有無 ○ ○ 目視 異物が混入していないこと

5 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの動作 ○ ○ 作動 正常なこと

1 設置状態の確認 ○ ○ 目視 正常なこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 電源電圧の確認 ○ 計測 電圧計 AC100V±10％ 別様式で報告

4 印字ﾍｯﾄﾞの汚れ ○ ○ 目視 汚れのないこと

5 ﾍﾟｰﾊﾟｰｶﾞｲﾄﾞの汚れ ○ ○ 目視 汚れのないこと

6 ｶﾞｲﾄﾞ軸の点検 ○ 目視・触手 正常なこと

7 紙送り機構の点検 ○ 目視・触手 正常なこと

8
ｵﾌﾗｲﾝﾃｽﾄによる印字品質の
確認

○ 作動 印字品質が劣化していないこと

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 電源電圧の確認 ○ 計測 電圧計 AC100V±10％ 別様式で報告

4 ﾗﾝﾌﾟ、ｽｲｯﾁ類の動作確認 ○ ○ 目視・作動 正常なこと

5 発光、受光ﾊﾟﾜｰ測定 ○ 目視・作動 正常に作動すること

区分

ｷｰﾎﾞｰ
ﾄﾞ

ﾌﾟﾘﾝﾀ

ﾓﾃﾞﾑ

ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞｼｽﾃﾑ
機上局
(含む運
転室端
末局）

監
視
装
置

（
２
／
３

）
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 設置状態の確認 ○ ○ 目視 正常なこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 電源電圧の確認 ○ 計測 電圧計 AC100V±10％ 別様式で報告

4 ﾗﾝﾌﾟ、ｽｲｯﾁ類の動作確認 ○ ○ 目視・作動
正常なこと
円滑に作動すること

5 ﾊﾞｯﾃﾘｰ使用期限の確認 ○ 目視 使用期限内のこと

6 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ状態、時間の確認 ○ 作動 正常に作動すること

区分

監
視
装
置

（
３
／
３

）

ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞｼｽﾃﾑ
機上局
(含む運
転室端
末局）

無停電
電源装
置
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2.15 計測装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

2 ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

3
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

4
ｹｰﾌﾞﾙの断線、短絡、絶縁抵
抗の確認

○ 計測 ﾃｽﾀ 正常なこと 別様式で報告

5 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部の点検、給油 ○ ○ 目視
正常なこと
油切れのないこと

6 ｷﾞﾔ部の点検、給脂 ○ ○ 目視
正常なこと
油切れのないこと

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視 正常なこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 ﾗﾝﾌﾟ、ｽｲｯﾁ類の動作確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
円滑に作動すること

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 動作確認 ○ ○ 目視・作動 正常なこと 別様式で報告

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

計
測
装
置

（
１
／
３

）

ｴﾝｺｰﾀﾞ
/ｼﾝｸﾛ

荷重計

発信器

受信器
（変換
器）

指示器

検出器

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 ﾗﾝﾌﾟ、ｽｲｯﾁ類の動作確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
円滑に作動すること

1 取付状態の確認 ○ ○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 動作確認 ○ ○ 目視・作動 正常なこと

1
本体の外観、取付状態、方向
の確認

○ ○ 目視・触手
正常なこと
緩みのないこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3
ケーブルの断線、短絡、絶縁
抵抗の確認

○ 計測 ﾃｽﾀ 正常なこと 別様式で報告

4 風杯の回転、動作状態の確認 ○ ○ 目視 正常なこと

5 動作確認 ○ ○ 目視・作動 正常なこと

1 本体の取付状態の確認 ○ ○ 目視 正常なこと

2
ｹｰﾌﾞﾙ･ｺﾈｸﾀ接続状態、ﾀﾞﾒｰ
ｼﾞの有無

○ ○ 目視・触手
正常なこと
損傷のないこと

3 電源電圧の確認 ○ 計測 ﾃｽﾀ 規定値以内のこと 別様式で報告

4 ﾗﾝﾌﾟ、ｽｲｯﾁ類の動作確認 ○ ○ 目視・作動
正常なこと
円滑に作動すること

5 設定値の確認 ○ ○ 目視 設計値通りであること

6 動作確認 ○ ○ 目視・作動 正常なこと

発信器

受信器

区分

計
測
装
置

（
３
／
３

）

荷重計 変換器

表示器

風向風
速計
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楕円

12135
楕円

12135
テキストボックス
２


12135
テキストボックス
２




2.16 安全装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 動作確認 ○ ○ 作動 正常なこと

2 取付ﾎﾞﾙﾄの確認 ○ ○ 触手 緩みがないこと

1 動作確認 ○ ○ 作動 正常なこと

2 取付ﾎﾞﾙﾄの確認 ○ ○ 触手 緩みがないこと

1 動作確認 ○ ○ 作動 正常なこと

2 取付ﾎﾞﾙﾄの確認 ○ ○ 触手 緩みがないこと

1 ﾈｼﾞ締め部分の確認 ○ ○ 目視 緩みがないこと

2 軸連結部の清掃 ○ ○ 目視 粉塵の付着がないこと

非常停止装置

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

衝突防止装置

速度開閉器

区分

安
全
装
置
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2.17 照明(信号灯・表示灯)、通信、警報、冷暖房、換気装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 機器の損傷 ○ ○ 目視・触手 損傷のないこと

2 ﾗﾝﾌﾟ切れ ○ ○ 点灯ﾃｽﾄ 正常なこと

○ ○ 触手 緩みがないこと

○ 増締 ﾄﾞﾗｲﾊﾞ等 緩みがないこと

4 機器の取り付け状態 ○ 目視 緩みがないこと

5 各回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 機器の損傷 ○ ○ 目視 損傷のないこと

2 音量、通話、通信の状態 ○ ○ 聴音 正常なこと

○ ○ 触手 緩みがないこと

○ 増締 ﾄﾞﾗｲﾊﾞ等 緩みがないこと

4 機器の取り付け状態 ○ 目視 正常なこと

5 各回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾃｽﾀ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 機器の損傷 ○ ○ 目視・触手 損傷のないこと

2 音量 ○ ○ 聴音 正常なこと

○ ○ 触手 緩みのないこと

○ 増締 ﾄﾞﾗｲﾊﾞ等 緩みのないこと

4 機器の取り付け状態 ○ 目視 正常なこと

5 各回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

区分

照明
(信号
灯･
表示灯)

通信

水銀灯
ﾅﾄﾘｳﾑ
灯
蛍光灯
白熱灯
表示灯
（回転
灯
航空障
害灯）

外部通
信
通話装
置
機内通
話装置
拡声装
置

ｻｲﾚﾝ電
子
ﾎｰﾝ等
警報器

警報

3 端子部の緩み
照
明

（
信
号
灯
・
表
示
灯

）
・
通
信
・
警
報
・
冷
暖
房
・
換
気
装
置

（
１
／
２

）

3 端子部の緩み

3 端子部の緩み
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

○ ○ 触手 緩みのないこと

○ 増締 ﾄﾞﾗｲﾊﾞ等 緩みのないこと

2 ﾌｨﾙﾀの汚れ ○ ○ 目視 汚れがないこと

3 機器の作動確認 ○ 作動 正常なこと

4 機器の取り付け状態 ○ 目視 正常なこと

5 冷媒の洩れ ○
ｶﾞｽの洩れの
検査

石鹸水 絶対にないこと

6 各回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 ﾌｨﾙﾀの汚れ ○ 目視 汚れがないこと

2 機器の作動確認 ○ 作動 正常なこと

3 各回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

区分

照
明

（
信
号
灯
・
表
示
灯

）
・
通
信
・
警
報
・
冷
暖
房
・
換
気
装
置

（
２
／
２

）

冷暖房 電気室
用
運転室
用等

換気 屋上換
気扉

1 端子部の緩み
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2.18 給電装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1
ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞの表面の荒損、摩
耗、脱落

○ 目視 正常なこと

2
硝子又はﾍﾞｰｸﾗｲﾄの亀裂、損
傷、汚れ

○ 目視 正常なこと

3 ﾌﾞﾗｼの摩耗 ○ 目視 使用限度内のこと

4 ﾌﾞﾗｼの取付状態 ○ 目視 正常なこと

5
ﾌﾞﾗｼの押しつけｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの状
態、圧力

○ 目視・触手 正常なこと

6 ﾘｰﾄﾞ線の素線切れ ○ 目視 10%以内のこと

7 端子、ﾎﾞﾙﾄ締め付け状態 ○ 目視・触手 ゆるみがないこと

8 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 強風雨後は測定

1 減速機の潤滑油の状態 ○ ○ 目視 油切れや汚れがないこと

1 変形、損傷 ○ 目視 正常であること

1 潤滑油の状態 ○ ○ 目視・触手 ｽﾑｰｽﾞにまわること ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

2 変形、損傷 ○ ○ 目視 正常であること

1 損傷 ○ ○ 目視 正常であること

2
異常な曲げ、捩じり、引っ張り
による変形

○ ○ 目視 正常であること

3 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

給
電
装
置

（
１
／
３

）

主給電
装置
(ｹｰﾌﾞﾙ
ﾘｰﾙ)

ｽﾘｯﾌﾟﾘ
ﾝｸﾞ

機械部
分

ﾘｰﾙ

ﾛｰﾗｶﾞｲ
ﾄﾞ

ｷｬﾌﾟﾀｲ
ﾔ
ｹｰﾌﾞﾙ

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 光ｺﾈｸﾀの緩み ○ 目視 正常であること

2 光ﾌｧｲﾊﾞｰｹｰﾌﾞﾙの損傷 ○ 目視 正常であること

1 軸受の状態(異音、振動、熱) ○ 目視・触手 正常である

2 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 損傷、変形、摩耗 ○ ○ 目視 正常であること

2 軸受け、軸、潤滑油の状態 ○ ○ 目視 正常であること ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

1 割れ、損傷、変形 ○ ○ 目視 正常であること

1 損傷 ○ ○ 目視 正常であること

1 損傷、変形 ○ ○ 目視 正常であること

1
ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ又はﾁｪｰﾝ及びｼｬｯｸ
ﾙ損傷

○ ○ 目視 正常であること

1 損傷 ○ ○ 目視 正常であること

2 ゆるみ ○ ○ 目視 ゆるみがないこと

1 損傷、変形 ○ ○ 目視 正常であること

2 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

区分

ｹｰﾌﾞﾙｸ
ﾗﾝﾌﾟ

主給電
装置
(ｹｰﾌﾞﾙ
ﾘｰﾙ)

光ｺﾈｸﾀ
(有りの
場合)

ﾓｰﾀ

横行給
電
装置

牽引機
構

ｷｬﾌﾟﾀｲ
ﾔ
ｹｰﾌﾞﾙ

ｹｰﾌﾞﾙﾎ
ﾙﾀﾞ

ﾛｰﾗ

ﾌﾚｰﾑ
ｹｰﾌﾞﾙ
受け金
具
ﾊﾞｯﾌｧ

給
電
装
置

（
２
／
３

）
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ｸﾗﾝﾌﾟの緩み ○ ○ 目視 ゆるみがないこと

1 損傷、変形 ○ ○ 目視 正常であること

1 損傷 ○ ○ 目視 正常であること

2
異常な曲げ、捩じり、引っ張り
による変形

○ ○ 目視 正常であること

3 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

給
電
装
置

（
３
／
３

）

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞ
給電装
置

ｷｬﾌﾟﾀｲ
ﾔ
ｹｰﾌﾞﾙ

区分

ｹｰﾌﾞﾙ
引き止
め装置

ｹｰﾌﾞﾙ
ﾊﾞｽｹｯﾄ
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2.19 配線装置

NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 端子部の緩み ○ 触手・増締 ｽﾊﾟﾅ等 緩みがないこと

2 配線の外傷 ○ 目視 配線に外傷がないこと

3 配線の素線切れ ○ 目視・触手 素線切れがないこと

4 圧着端子の亀裂 ○ 目視 亀裂がないこと

5 配線への塵埃の推積 ○ 目視 塵埃の推積がないこと

6
ﾀﾞｸﾄ、配管の損傷、亀裂及び
取り付け状態

○ 目視 正常であること

7 配線ﾊﾞｲﾝﾄﾞの緩み ○ 触手 緩みがないこと

8 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 ﾎﾞｯｸｽ等の取り付け部の緩み ○ 触手 緩みがないこと

2
屋外用接続箱への雨水の浸
水

○ ○ 目視 雨水の浸水がないこと

3 端子部の緩み ○ ○ 触手・増締 ﾄﾞﾗｲﾊﾞ等 緩みがないこと

4 配線の外傷 ○ 目視 配線に外傷がないこと

5 配線の素線切れ ○ 目視・触手 素線切れがないこと

6 端子ﾊﾞﾘｱ等の破損 ○ 目視 破損がないこと

7 圧着端子の亀裂 ○ 目視 亀裂がないこと

8 電線ﾏｰｸの脱落、破損、汚れ ○ 目視 脱落、破損、汚れがないこと

9 配線への塵埃の推積 ○ 目視 塵埃の推積がないこと

10
ﾀﾞｸﾄ、配管の損傷、亀裂及び
取り付け状態

○ 目視 正常なこと

11 配線ﾊﾞｲﾝﾄﾞの緩み ○ 触手 緩みがないこと

12 絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

配
線
装
置

（
１
／
２

）

機内配
線

機内高
圧配線

機内低
圧配線

区分
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NO. 点検項目 月例 年次 点検方法 測定具 判定基準 測定値 判定 措置・備考

1 ｹｰﾌﾞﾙの外傷 ○ ○ 目視 ｹｰﾌﾞﾙに外傷がないこと

2 ｹｰﾌﾞﾙ及びｺﾈｸﾀの布設状態 ○ ○ 目視・触手 正常なこと

3 動作確認 ○ 目視・作動 正常なこと

配
線
装
置

（
２
／
２

）

機内配
線

光ﾌｧｲ
ﾊﾞｹｰﾌﾞ
ﾙ

区分
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３．付属装置関係　　　（表Ⅰ－３）
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３．付属装置関係　　　（表Ⅰ－３）

３-１　　エレベータ

NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

1 ﾊﾞｯﾌｧｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

2 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

3 各ﾘﾐｯﾄ接触板の異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

4 扉ﾛｯｸ接触板の異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

5 ｻﾎﾟｰﾄの異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

6 ｹｰﾌﾞﾙｶﾞｲﾄﾞの異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

7 ｹｰﾌﾞﾙｶﾞｲﾄﾞｺﾞﾑの異常の有無 ○ ○ 目視 ｺﾞﾑの損傷の有無

8 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ支持の異常の有無 ○ 目視 変形、破損の有無

9 ﾍﾞｰｽｻﾎﾟｰﾄの異常の有無 ○ 目視 変形、破損の有無

10 各階ｽﾃｰｼﾞの異常の有無 ○ 目視 変形、破損の有無

11 ﾗｯｸｷﾞﾔの摩耗 ○ ○ 測定 ﾋﾟｯﾁ線上1mm以内 mm

1 ﾋﾟﾆｵﾝｷﾞﾔの異常の有無 ○ ○ 目視 破損の有無

下階の着床差

50mm以内

減速機の油脂洩れ、 油脂漏れ

損傷の有無 損傷の有無

4 押さえﾛｰﾗの異常の有無 ○ ○ 目視 損傷の有無

5 ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗの異常の有無 ○ ○ 目視 損傷の有無

6 ｻｲﾄﾞﾛｰﾗの異常の有無 ○ ○ 目視 損傷の有無

区 分

エ
レ
ベ
ー
タ

（
１
／
５

）

巻尺2

3

ﾓｰﾀｰ、ﾌﾞﾚｰｷの機能の良否 ○ ○

○ ○ 目視

測定

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

昇降部 駆動部
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NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

巻尺 ｽﾍﾞﾘ300mm以内

隙間ｹﾞｰｼﾞ ｷﾞｬｯﾌﾟ0.8～1mm

8 押さえﾛｰﾗとﾗｯｸｷﾞﾔとの隙間 ○ 測定 隙間ｹﾞｰｼﾞ 0～1.5mm

9 押さえﾛｰﾗの摩耗 ○ 測定 隙間ｹﾞｰｼﾞ 外形-6mm以内

10 ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗとﾚｰﾙとの隙間 ○ 測定 隙間ｹﾞｰｼﾞ 荷重方向0mm

11 ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗの摩耗 ○ 測定 ﾉｷﾞｽ 外形-6mm以内

12 ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗとﾚｰﾙとの隙間 ○ 測定 隙間ｹﾞｰｼﾞ 左右の径1～2mm

13 ｻｲﾄﾞﾛｰﾗの摩耗 ○ 測定 ﾉｷﾞｽ 外形-6mm以内

14 ﾋﾟﾆｵﾝｷﾞﾔの摩耗 ○ ○ 測定 ﾋﾟｯﾁ円上-1mm以内 mm

1 ﾌﾚｰﾑの異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

2 扉の開閉状態 ○ ○ 作動 正常動作の確認

3 扉ﾛｯｸの作動状態 ○ ○ 作動 正常動作の確認

4 非常口扉の開閉状態 ○ ○ 作動 正常動作の確認

5 手摺の異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

1 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの異常の有無 ○ 目視 変形、破損の有無

2 爪の円滑作動の良否 ○ 作動 正常動作の確認

3 内部の防錆状態 ○ 目視 錆の状態の確認

4 ﾋﾟﾆｵﾝｷﾞﾔの異常の有無 ○ 目視 破損の有無

ﾒｰｶｰ取説参
照

測定7 ﾓｰﾀｰ、ﾌﾞﾚｰｷの機能の良否 ○

エ
レ
ベ
ー
タ

（
２
／
５

）

区 分

昇
降
部

駆動部

ｶﾞﾊﾞﾅ
装置

ｹｰｼﾞ
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NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

5 ｶﾞﾊﾞﾅ試験 ○ 測定 巻尺 停止距離3m以内
定格荷重負荷
時

6 ｵｰﾊﾞｰｽﾋﾟｰﾄﾞ停止装置の実験 ○ 測定 巻尺 停止距離1.5m以内
定格荷重負荷
時

1 扉の異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

2 ﾊﾟﾈﾙの異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

3 扉ﾛｯｸの作動状態 ○ ○ 作動 正常動作の確認

4 扉ﾛｯｸ作動状態 ○ ○ 作動 正常動作の確認

5 扉ﾛｯｸ接触板の異常の有無 ○ ○ 目視 変形、破損の有無

1 電源表示灯の点灯確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

2 運転入表示灯の点灯確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

3 展開表示灯の点灯確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

4 扉開警報ﾌﾞｻﾞｰの作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

5 室内灯の点灯確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

6 換気扉作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

7 運転入押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

8
手動運転上昇押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作
動確認

○ ○ 作動 正常動作の確認

9
手動運転下昇押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作
動確認

○ ○ 作動 正常動作の確認

10 1F照光押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

区 分

エ
レ
ベ
ー
タ

（
３
／
５

）

電気関
係

操作盤

各階扉

昇降部
ｶﾞﾊﾞﾅ
装置
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NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

11 2F照光押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

12 3F照光押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

13
非常停止押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

14
過荷重警報表示灯の点灯確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

15
手動/自動切替ｽｲｯﾁ作動確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

16 主回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 測定値以上のこと 別様式で報告

17 操作回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 測定値以上のこと 別様式で報告

1 運転入表示灯の点灯確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

2 呼出し押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

3 呼出し表示灯の点灯確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

1 電源表示灯の点灯確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認 定格荷重時

2 運転入表示灯の点灯確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

1
非常停止押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

2 上昇押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

3 下昇押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ作動確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

1
上ﾌｧｲﾅﾙﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

2
下ﾌｧｲﾅﾙﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

3
上昇制限ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

エ
レ
ベ
ー
タ

（
４
／
５

）

電気関
係

ｲﾝﾊﾞｰ
ﾀ装置

操作盤

各階呼
出盤

点検ｽ
ｲｯﾁ

ﾘﾐｯﾄｽ
ｲｯﾁ

区 分
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NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

4
下昇制限ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

5
1F､3F減速ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の
確認

○ ○ 作動 正常動作の確認

6
2F上減速ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

7
3F上減速ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

8 ｶﾞﾊﾞﾅｰﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確認 ○ 作動 正常動作の確認

9 ｹｰｼﾞ扉ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

10
非常口扉ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確
認

○ ○ 作動 正常動作の確認

11 1F扉ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認 定格荷重時

12 2F扉ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

13 3F扉ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ作動の確認 ○ ○ 作動 正常動作の確認

過荷重(定格荷重の1.2倍)

昇降試験

2 ｷｬﾌﾟﾀｲﾔｹｰﾌﾞﾙの異常の有無 ○ ○ 目視 損傷の有無

3 全ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄの締め付け状況 ○ ○ 触手 締め付け状況の確認

4 各所給油の励行 ○ ○ 目視 各所給油の確認

5 各銘板、看板類の掲示 ○ ○ 目視 取付位置の確認

6
ﾄﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞｹｰﾌﾞﾙのｹｰﾌﾞﾙｶﾞｲﾄﾞ
からの脱索の有無

○ ○ 目視 脱索の有無確認

課荷重試験は
危険を伴う為
年次点検で行
います

○ 作動 正常動作の確認

電気関
係

1

ﾘﾐｯﾄｽ
ｲｯﾁ

区 分

エ
レ
ベ
ー
タ

（
５
／
５

）

その他
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３－２　　修理用クレーン

NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

1 走行範囲の障害物の有無 ○ ○ 目視 障害物のないことの確認

変形、脱落及び取付ﾎﾞﾙﾄの

緩みの有無

3 ｽﾊﾟﾝの測定 ○ 計測 巻尺 許容限度±5mｍ（県吊形）

4 ﾚｰﾙの勾配 ○ 計測 鋼尺 1/300以下（県吊形）

5 走行ﾚｰﾙ相互間の高低差 ○ 計測 鋼尺 1/500(スパン)×以下

I形鋼ﾚｰﾙ

側面の摩耗：原寸の5%以下

原踏み面最大直径の5%以下

(300mm以下)

2 走行車輪の真円度 ○ 目視・作動 正常に動作すること
踏み面直径で
0.8mm以下

3 ﾌﾗﾝｼﾞ厚さの摩耗 ○ 計測 ﾉｷﾞｽ 原寸厚さの50%以下

1 腐食の状態 ○ 目視
腐食は原板厚の10%を限度と
する

2 横行ﾚｰﾙの摩耗 ○ 計測 ﾉｷﾞｽ 踏み面とも原寸の10%以下

3 横行ﾚｰﾙｹﾞｰｼﾞ ○ 計測 巻尺 許容限度±5mｍ

ｽﾄｯﾊﾟの異常の有無 ○ ○ 目視

ﾉｷﾞｽ

走行車輪踏み面の摩耗 ○ 計測 ﾉｷﾞｽ

ﾚｰﾙの摩耗 ○ 計測

ｶﾞｰﾀﾞ

ｻﾄﾞﾙ

走行ﾚｰﾙ

6

1

2

修
理
用
ク
レ
ー
ン

（
１
／
５

）

区 分
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NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

ｹｰﾌﾞﾙ 1 ｹｰﾌﾞﾙの外傷の有無 ○ ○ 目視 損傷の有無

2
ｹｰﾌﾞﾙ機器貫通部の異常の
有無

○ ○ 目視 破損、損傷、緩みの有無

ｹｰﾌﾞﾙ 1 ｹｰﾌﾞﾙの外傷の有無 ○ ○ 目視 損傷の有無

2
ｹｰﾌﾞﾙ機器貫通部の異常の
有無

○ ○ 目視 破損、損傷、緩みの有無

押鉛 1 外観、釦の異常の有無 ○ ○ 目視 破損、動作の異常の有無

ｽｲｯﾁ 2 ｹｰﾌﾞﾙ貫通部の異常の有無 ○ ○ 目視 破損、損傷の有無

3
各操作釦のｲﾝﾀｰﾛｯｸの異常
の有無

○ ○ 作動 ｲﾝﾀｰﾛｯｸ動作の確認

電磁

接触器

1 全回路の絶縁抵抗 ○ 計測 ﾒｶﾞｰ 規定値以上のこと 別様式で報告

1 ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟの変形、腐食の有無 ○ ○ 目視 著しい形崩れ、腐食の確認

2 ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ素線の断線の有無 ○ ○ 目視 断線の有無の確認

3 ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ摩耗の状態 ○ ○ 目視 摩耗の確認

4 ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟのｷﾝｸの有無 ○ ○ 目視 ｷﾝｸのないことの確認

区 分

修
理
用
ク
レ
ー
ン

（
２
／
５

）

正常な動作位置の確認

○ ○ 作動 正常な動作の確認

○ ○ 目視1
過巻ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの動作位置の
確認

1 電磁接触器の作動の確認

電気関
係

過巻ﾘ
ﾐｯﾄｽ
ｲｯﾁ

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ
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NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

5 ﾛｰﾌﾟｴﾝﾄﾞの異常の有無 ○ 目視 断線、腐食の確認

6 ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟの長さの確認 ○ 目視 規定寸法の確認

1 ﾌｯｸの口の開き状態 ○ 目視 変形がないこと

2 ﾌｯｸの亀裂の有無 ○ ○ 目視 亀裂がないこと

3
吊り金具の掛かる所の摩耗の
有無

○ 計測 ﾉｷﾞｽ 原寸の10%以下

1
ｽﾗｽﾄﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの回転異常の有
無

○ ○ 目視 正常な回転動作の確認

2
ﾌｯｸﾅｯﾄの回り止め異常の有
無

○ ○ 目視
変形、脱落及び取付ﾎﾞﾙﾄの緩
みの有無

3 ｼｰﾌﾞの異常の有無 ○ ○ 目視 破損、損傷の有無

4 ｼｰﾌﾞ溝の摩耗の状態 ○ 目視 溝底でﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ径の30%以下

5 軸受けの摩耗の状態 ○ ○ 目視 破損、摩耗の有無

6
ｼｰﾌﾞｹｰｽ、ｷｰﾌﾟﾚｰﾄ、割りﾋﾟﾝ
等の異常の有無

○ ○ 目視
変形、脱落、損傷及び緩みの
有無

1 ﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗 ○ 計測 ﾉｷﾞｽ 原寸厚さの乾式　50%以下

1 踏み面の摩耗 ○ 計測 ﾉｷﾞｽ 原踏み面最大直径の5%以下

2 踏み面の真円度 ○ 計測 ﾉｷﾞｽ 踏み面直径で0.8mm以下

3 左右車輪の直径差 ○ 計測 ﾉｷﾞｽ 踏み面直径で1%以下

4 ﾌﾗﾝｼﾞ厚さの摩耗 ○ 計測 ﾉｷﾞｽ 原寸厚さの50%以下

区 分

修
理
用
ク
レ
ー
ン

（
３
／
５

）

ﾌｯｸﾌﾞﾛｯｸ

ﾌﾞﾚｰｷ

ﾌｯｸ

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

横行歯車
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NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

巻上減
速機

1
巻き上げ減速機の潤滑油注
油

○ 目視

横行減
速機

1 横行減速機の潤滑油充塡 ○ 目視

横行車
輪ﾋﾟﾆｵ
ﾝ

1 ﾏｼｰﾝ油の塗布 ○ ○ 目視 適量 ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ

ﾜｲﾔﾛｰ
ﾌﾟ

1 ﾏｼｰﾝ油の塗布 ○ ○ 目視 適量を乾燥した時に塗布

1 試運転前の点検 ○ ○ 目視
運転の支障となる障害物のな
いこと

2 押し釦ｽｲｯﾁの異常の有無 ○ ○ 作動
押し釦ｽｲｯﾁの指示通りの動
作

3
巻き上げ、巻き下げの作動異
常の有無

○ ○ 作動・聴音
異常音、異常動作のないこと
の確認

4 過巻きﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの異常の ○ ○ 作動 上限で確実に止まること

有無

5 ﾌﾞﾚｰｷ動作の異常の有無 ○ ○ 作動
正常な動作で確実に止まるこ
と

6 横行作動の異常の有無 ○ ○ 目視・聴音
異常音、異常振動のないこと
の確認

7 走行作動の異常の有無 ○ ○ 目視・聴音
異常音、異常振動、斜行又は
蛇行のないことの確認

無負荷運転

区 分

修
理
用
ク
レ
ー
ン

（
４
／
５

）

潤滑
油・給
油
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NO. 点 検 項 目 月例 年次 点検方法 測定具 判 定 基 準 測定値 判定 措置・備考

巻尺 撓み量：ｽﾊﾟﾝの1/800以下

ﾋﾟｱﾉ線 完全に復元すること

2
巻き上げ、巻き下げの作動異
常の有無

○ 目視・聴音
異常音、異常振動のないこと
の確認

3 電磁ﾌﾞﾚｰｷ作動異常の有無 ○ 作動
巻下げ中、押し釦を放してか
らのﾌｯｸの滑りが1分間の巻上
げ距離の1%以下

ﾎｲｽﾄの横行作動の異常の

有無

ｸﾚｰﾝの走行作動の異常の

有無定格荷重試験

区 分

修
理
用
ク
レ
ー
ン

（
５
／
５

）

ﾗﾝｳｪｲｸﾚｰﾝに異常音がない
こと。ｸﾚｰﾝが斜行、蛇行しな
いこと

目視・聴音○

○ 計測

異常音、異常振動のないこと
の確認

目視・聴音○

定格荷重をｸﾚｰﾝｽﾊﾟﾝの中央
部で吊りｸﾚｰﾝｶﾞｰﾀの撓み及
び復元の測定

1

4

5
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Ⅱ その他の検査・点検

「月例・年次検査」以外に必要とされるクレーンの点検・検査には、作業開始前の

点検（日常点検）、暴風後等の点検ならびに性能検査がある。ここにはこれらの

検査・点検の概要について述べる。

１．日常点検（表Ⅱ－１）

日常作業の開始前、作業中ならびに作業終了後に、主としてクレーン運転士が行

なうもので、その点検内容を表Ⅱ－１「日常点検表」に示す。

なお、点検内容の詳細については「コンテナクレーン日常点検」（平成７年３月（社）

港湾荷役機械化協会）を参照のこと。

２．暴風後等の点検（表Ⅱ－２）

暴風や地震等が発生した直後に実施するもので、その点検内容を表Ⅱ－２「暴風

後等の点検等」に示す。

３．性能検査

二年に一度定期的にクレーン各部分の構造及び機能について点検を行うほか、

荷重試験も行う公的な検査で、この検査については「クレーン等安全規則第２章

第４節第４０条」にその規定がある。
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Ⅱ　　　　その他の検査・点検

１．日　 常 　点 　検　　　（表Ⅱ－１）

２．暴風後等の点検　　　（表Ⅱ－２）
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クレーン№

表Ⅱ－１ 日常点検表（詳細）1/3 点検者

点検 点検

時期 方法

1 目視

2 目視

3 目視

4 目視

5 目視

6 目視

7 目視

8 目視

10 目視

11 目視

12 目視

13 目視

15 目視

16 目視

17 目視

18 目視

19 目視

20 作動

21 作動

注）項目№を○で囲んだものはクレーン等安全規則第36条で規定されているものである。

☆良否の判断は、第5章クレーン一般構成部品取扱説明書　及び　第6章購入品取扱説明書によること。

横行ﾚｰﾙ及び横行範囲内に障害物はないか

操作盤上の操作器具類の作動は正常か

巻上、走行及び横行用ﾏｽﾀｺﾝﾄﾛｰﾗの作動は正常か

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞ給電ｹｰﾌﾞﾙがｹｰﾌﾞﾙﾊﾞｽｹｯﾄに正常に入っているか

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞ給電ｹｰﾌﾞﾙの損傷はないか

横行給電ｹｰﾌﾞﾙがｷｬﾘｱに正常にｾｯﾄされているか

横行給電ｹｰﾌﾞﾙの損傷はないか

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟが外れていないか

ゆるみはないか

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟの油切れ、素線の切断及びｸﾘｯﾌﾟの

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟがｼｰﾌﾞ溝から外れていないか

油圧ユニットの油量は適切か（添付B）

減速機及び油圧ﾕﾆｯﾄ等からの油漏れはないか

各ﾄﾞﾗﾑのﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ端末部のゆるみはないか

14

走行給電ｹｰﾌﾞﾙがﾘｰﾙに正常に巻かれているか

航空障害灯のｺﾝｾﾝﾄを外したか

油圧ユニットの油量は適切か（添付A）

減速機及び油圧ﾕﾆｯﾄなどからの油漏れはないか

走行給電ｹｰﾌﾞﾙの損傷はないか

巻上ﾄﾞﾗﾑ、横行ﾄﾞﾗﾑ、起伏ﾄﾞﾗﾑの溝から
9

目視

目視

点検年月日　　　　　　年　　　月　　　日

良否

○×
備考

担当者

点検項目
区
分

責任者

走

行

回

り

前日に生じた不具合箇所の修復状態は良いか

走行路及びｸﾚｰﾝ移動範囲内に障害物はないか

走行給電ｹｰﾌﾞﾙがｹｰﾌﾞﾙﾋﾟｯﾄに正常に入っているか

№

作

業

開

始

前

機

械

室

ガ
ー

ダ

及

び

ブ
ー

ム

運

転

室
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クレーン№

表Ⅱ－１ 日常点検表（詳細）2/3 点検者

点検 点検

時期 方法

22 作動

23 作動

24 作動

25 作動

26 作動

27 作動

28 作動

29 作動

30 作動

31 作動

32 作動

33 作動

34 作動

35 作動

36 作動

37 作動

38 作動

39 作動

40 目視

注）項目№を○で囲んだものはクレーン等安全規則第36条で規定されているものである。

☆良否の判断は、第5章クレーン一般構成部品取扱説明書　及び　第6章購入品取扱説明書によること。

運

転

室

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞﾂｲｽﾄﾛｯｸの作動は正常か

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞﾂｲｽﾄﾛｯｸ表示灯の点灯は正常か

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞ伸縮の作動は正常か

ﾚｰﾙｸﾗﾝﾌﾟ用ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

警報装置の作動は正常か

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｺｰﾅﾌﾘｯﾊﾟの作動は正常か

ﾌﾞｰﾑのﾌｯｸ掛け確認ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

走行減速ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

起伏停止ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

横行減速ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

横行停止ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

起伏減速ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

巻上減速ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

巻上上限ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

作

業

開

始

前

巻上用ﾌﾞﾚｰｷの作動は正常か

横行用ﾌﾞﾚｰｷの作動は正常か

起伏用ﾌﾞﾚｰｷの作動は正常か

走行用ﾌﾞﾚｰｷの作動は正常か

区
分
№ 点検項目

良否

○×
備考

ﾚｰﾙｸﾗﾝﾌﾟの作動は正常か

責任者 担当者

点検年月日　　　　　　年　　　月　　　日
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クレーン№

表Ⅱ－１ 日常点検表（詳細）3/3 点検者

点検 点検

時期 方法

41 作動

42 感覚

43 作動

44 目視

45 目視

46 目視

47 目視

48 目視

49 目視

50 目視

51 目視

52 目視

53 触手

54 目視

55 目視

56 目視

57 目視

58 目視

注）項目№を○で囲んだものはクレーン等安全規則第36条で規定されているものである。

  　項目№を□で囲んだものは航空法及び同法施工規則で規定されているものである。

☆良否の判断は、第5章クレーン一般構成部品取扱説明書　及び　第6章購入品取扱説明書によること。

施錠はしたか（運転室、機械室、昇降口）

作業日誌、申し送り等の記入をしたか

各機器に異熱はないか

ﾚｰﾙｸﾗﾝﾌﾟは完全に掛かっているか（添付A)

逸走防止装置は完全に掛かっているか

航空障害灯は点灯しているか

作

業

終

了

後

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞのﾌﾚｰﾑの変形及び亀裂はないか

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞの油圧ﾕﾆｯﾄからの油漏れはないか（7章－10参照）

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞのﾂｲｽﾄﾛｯｸ、ﾌﾘｯﾊﾟの変形及び亀裂はないか

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞの給電ｹｰﾌﾞﾙのねじれ、外傷はないか

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞの各取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみはないか

各ｺﾝﾄﾛｰﾗは全て停止位置に戻したか

各種ｽｲｯﾁは「切」にしたか

ﾌﾞｰﾑは確実にﾌｯｸ掛けしたか

電源ｽｲｯﾁは遮断したか

運

転

室

機
械
室

走
行
回
り

備考
○×

運

転

室

作

業

中

ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞの作動は正常か（7章－10参照）

異音、異臭、異振動はないか

各ﾌﾞﾚｰｷの作動に異常はないか

区
分
№ 点検項目

良否

点検年月日　　　　　　年　　　月　　　日

責任者 担当者
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表Ⅱ－２ 暴風後等の点検表

番号 点検項目

（１） 走行路などクレーンの移動範囲内に障害物はないか。

（２） 基礎部に損傷がないか。

（３） 走行レールに亀裂、段差、曲がりなどの損傷はないか。

（４） 走行や横行車輪が脱輪していないか。

（５） 走行電動機やブレーキに浸水していないか。

（６） クレーン固定装置に異常はないか。

（７） 鋼構造部本体各部に亀裂、曲がりなどの損傷はいか。

（８） 階段、梯子、歩道、手摺などに外れなどの損傷はないか。

（９） ワイヤロープに損傷はないか。

（１０） ワイヤロープはシーブから外れていないか。

（１１） 安全装置に損傷はないか。

（１２） 各部給油配管系統に外れはないか。

（１３） 運転室、機械室、電気品室などに破損や雨漏りはないか。

（１４） 走行や横行の給電ケーブルや給電装置に異常はないか。

（１５） 絶縁抵抗は低下していないか。

（１６） 照明器具などの脱落、損傷はないか。

以上の点検終了後、荷役作業開始に先立ち次の処置を行うこと。

（１） 必要と思われる給油、給脂をすること。

（２） 無負荷で各運勤の運転を行い異常の有無を確認すること。

（３） 各安全装置の作動状態を確認すること。

以上の手順を経た後、さらに作業に支障のないことを十分に確認のこと。

判定／処置
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　４．２　航空法関係

（１）　航空法　（抄）

　（航空障害灯）

第51条　地表又は水面から60m以上の高さの物件の設置者は、運輸省令で

定めるところにより、当該物件に航空障害灯を設置しなければならない。

但し、運輸大臣の許可を受けた場合は、この限りでない。

２　飛行場の設置者は、運輸省令で定めるところにより、当該飛行場の進

入表面、転移表面又は水平表面の投影面と一致する区域内にある物件

（前項の規定により航空障害灯を設置すべき物件を除く。）で運輸省令

で定めるものに航空障害灯を設置しなければならない。

(3、4項省略)

５　運輸大臣及び第1項又は第2項の規定により航空障害灯を設置した者

は、運輸省令で定める方法に従い、当該航空障害灯を管理しなければな

らない。

６　運輪大臣は、第1頃又は第2項の規定により航空障害灯を設置した者

の当該航空障害灯の管理の方法が前項の運輸省令に従っていないと認め

るときは、その者に対し、設備の改善その他その是正のため必要な措置

を講ずべきことを命ずることができる。

158
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（２）　航空法施行規則　（抄）

　（航空障害灯の管理の方法）

第128条　法第51条第5項（法第55条の2第2項及び法第56条において準

用する場合を含む。）の規定により、航空障害灯を次の方法により管理

するものとする。

（1）航空障害灯の改修、掃除等を行なうことにより、これを完全な状態

　において保持すること。

（2）建築物、植物その他の物件により航空障害灯の機能をそこなうこと

　となるときは、直ちに当該物件の除去等必要な措置をすること。

（3）やむを得ない事由により、航空障害灯の運用を停止し、又は航空障

　害灯の機能をそこなうこととなった場合は、遅滞なくその旨を運輸大

　臣に通報すること。

（4）天災その他の事故により、航空障害灯の運用に支障を生じたとき

　は、直ちにその復旧につとめるとともに、その運用をできるだけ継続

　する等航空の危害予防のため適当な措置をすること。

（5）航空障害灯には予備品として電球、ヒューズを備え付けて置くこ

　と。

（6）高光度航空障害灯にあっては常時（第127条第6号に規定する物件

　に係る高光度航空障害灯にあっては、昼間に限る。）、中光度航空障

　害灯及び低光度航空障害灯にあっては夜間又は計器気象状態下（第

　127条第6号に規定する物件に係る中光度航空障害灯又は低光度航空

　障害灯にあっては、夜間に限る。）において、その点灯を継続するこ

　と。

（7）高光度航空障害灯にあっては、その点灯を継続している間、次の表

　の上欄に掲げる背景輝度の区分に応じ、それぞれ同表下欄に掲げる値

　の実効光度の灯光を発すること。
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